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特 集 新年のごあいさつ
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まちの話題 in Miyakonojo

あ
ら
ゆ
る
世
代
の

交
流
の
場
が
完
成

「
地
域
を一つ
に
」。
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
願
い
を
込
め
て

　かかしの里市民広場がクリーンセンター東側に完
成し11月20日、落成記念式典を開催しました。約
4haの同広場に、サッカーコート2面分の芝生広場
などを整備。池田市長は「スポーツや祭りなど、さ
まざまな用途に活用してもらいたい」と期待を込め
ていました。

　中郷地区市民センター敷地内に安久節モニュメン
トが完成し11月24日、除幕式が開催されました。旧
都城市と旧中郷村の合併50周年を記念し、中郷地区
発祥の安久節をモニュメントにした取り組み。同地
区まちづくり協議会の永田勇作会長は「地域活性化
のシンボルにしたい」と力を込めていました。

み
ん
な
で
共
有
！

飲
酒
運
転
の
根
絶

モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
に

触
れ
て
み
よ
う
！

　飲酒運転根絶強化月間の始まりとなる12月1日、
地域・交通安全運動街頭啓発キャンペーンがイオン
都城ショッピングセンターで行われました。１日警
察署長に任命された本市交通少年団員2人が、買い
物で訪れた人に「飲酒運転をしない、させないを徹
底しましょう」と呼び掛けました。

　モンゴルまつりを12月1日、M
ま る ま る

allmall内まちなか
広場で開催しました。都城市とモンゴル国ウランバ
ートル市が、友好交流都市であることを市民に広め、
モンゴルの文化に触れてもらう本イベント。民族衣
装の試着体験や馬

ば

頭
と う

琴
き ん

の演奏などが行われ、会場は
多くの家族連れらでにぎわっていました。

地
元
産
の
香
り
立
つ

新
そ
ば
に
舌
鼓

　地元庄内産のそば粉を使ったそば打ち教室と、香
り立つ新そばを味わえるそば祭りが12月9日、関之
尾緑の村で開催されました。台風の影響もあって収
量が少ないという今年の新ソバ。参加した受講者ら
は、そば粉を丁寧にこねたり、延ばしたりしながら、
おいしいそばの打ち方を学んでいました。

市
立
美
術
館
企
画
展
が

来
館
者
１
万
人
に
到
達

　市立美術館で開催されていた「平山郁夫展よみが
えるシルクロード」が12月2日、来館者1万人に到達
し、盛況のうちに閉幕しました。1万人目となった
有馬敬

た け

志
し

さん一家（都島町）は「この幸運に驚いた。
特に大作、パルミラ遺跡を行く・朝、夜 2006年が素
晴らしかった」と感想を話していました。

2広報 都城 平成31年1月号

今月の内容

中郷地区を盛り上げた
夜神楽大祭

豪華絢
けんら ん

爛な歴史絵巻

　12月15日に開催した都城興
こ

玉
だま

神社夜神楽大祭の７代目実
行委員長を務めました。興玉
神社で初めて御朱印を記帳す
る企画を実施。多くの人に来
場してもらえました。中郷地
区がもっと元気になるよう、
仲間と共にこの祭りを続けて
いきたいですね。 堀之内　良一さん

まちかどインタビュー

　恒例となった島津発祥まつ
り明道館パレードが11月23
日、都城島津邸から神柱宮の
区間で、開催されました。大
河ドラマ「西

せ ご

郷どん」で桂久
武役を演じた井戸田潤さんも
参加した隊列に、沿道からは
歓声が上がっていました。

今月の表紙

梅北町

02	 まちの話題

06	 2018回顧録
08	 市の財政状況
10	 明治維新150年記念歴史講座
11	 新たな南洲書の発見
12	 市立図書館に新たな高評価！
13	 頼りになる日本赤十字社の活動
14	 市・県民税の申告が始まります
16	 人の風景
18	 INFORMATION（市からのお知らせ）
26	 行こうよ！		まるまる！／図書館だより
27	 美術館情報／施設紹介／
	 歴史探訪／伝承館だより
28	 盆地生まれの元気レシピ！
29	 国際交流員のひとりごと／わけもん通信／
	 今月のお便り
30	 みやこんじょ盛り上げ隊！／今月のプレゼント
31	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

特集 新年のごあいさつ04

後方支援の要を担う
　宮崎南部レスキュー訓練を11月18日、山之口運
動公園で開催しました。南海トラフ地震を想定し
た実動訓練を通して、本市の後方支援都市として
の役割に加え、関係機関との連携の在り方を確認
しました。併せて、総合防災訓練も開催。地域住
民に加え、県南10市町協議会や陸上自衛隊など22
団体が参加し、ヘリ搬送訓練や避難所運営訓練な
どを行いました。参加した松田祥平さん（郡元町）
は「避難所生活を体験し、日頃の備えが大切だと
改めて感じた」と話していました。

夢をかなえる大切さを伝える
　オリンピック競泳メダリストの松田丈

たけ

志
し

さんが
12月3日、石山小学校で夢先生として教壇に立ち
ました。JFA（公財・日本サッカー協会）がアス
リートを小学校に派遣し、夢を持つことの素晴ら
しさを伝える「JFAこころのプロジェクト」とし
て行われた本授業。児童らは、松田選手が持参し
たリオデジャネイロオリンピックの銅メダルを、
目を輝かせながら触れていました。授業の最後に、
松田選手は「さまざまなことに挑戦し、好きなこ
とを見つけてほしい」とエールを送りました。
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ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、日
本
経
済
は
、好
調
な
企
業
業
績

を
反
映
し
て
、
賃
金
上
昇
率
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
地
方
経
済
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、本
市
に
お
い

て
は
、
地
方
創
生
や
中
心
市
街
地
活
性

化
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

は
、
昨
年「M

allm
all

」
が
完
成
し
、
図

書
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
世
代

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。図
書
館
は
、２
０
１
８
年
度
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
、
市
内
は

も
と
よ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
２
年
連
続
で
日
本
一
に
輝
い
た
ふ

る
さ
と
納
税
も
引
き
続
き
好
調
で
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
市
の
多
く
の
事
業
に
有
効
に
使
わ

れ
る
と
同
時
に
、
都
城
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も

寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
も
、市
民
の
皆
様
に
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を

目
指
し
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
議

会
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
市
議
会
一

丸
と
な
っ
て
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
都
城
市
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
、定
例

会
お
よ
び
閉
会
中
の
議
会
活
動
に
つ
い

て
広
報
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、議
会
報

告
会
も
開
催
し
、
直
接
市
民
の
皆
様
に

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動
を
報
告
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
、市

民
の
皆
様
に
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と

っ
て
、
本
年
が
幸
多
く
実
り
あ
る
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
、議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
は
、昨
年
２
月
、29
人

の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
間
も
な
く
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
１
年
、市
議
会
で

は
、
よ
り
一
層
の
市
政
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
市
の
重
要
課

題
の
解
決
に
向
け
て
活
発
な
議
論
を
重

平成31年

都城市議会議長
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業
」「
地
の
利
」「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
」
を
輝
か
せ
る
取
り
組
み
と
併

せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
農
林
畜
産
業
」の
振
興
で
は
、６
次

産
業
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
食
糧
供
給

都
市
と
し
て
の
体
制
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。「
地
の
利
」の
拡
大
で
は
、

３
月
ま
で
に
都
城
志
布
志
道
路
の
全
区

間
の
５
割
が
開
通
い
た
し
ま
す
。「
人
間

力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」
の
育
成
で

は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
増
員
や
小・中
学
校

の
授
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
学
力
向
上
を
図

り
、
ふ
る
さ
と
給
食
の
実
施
に
よ
り
食

育
と
共
に
愛
郷
心
の
醸
成
に
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
と
し
て
、
市
役
所
窓
口
レ
イ

ア
ウ
ト
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し

た
。ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、２
年

連
続
日
本
一
と
な
っ
た
平
成
27
・
28
年

度
に
引
き
続
き
、
さ
ら
に
寄
附
金
額
が

増
え
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を

活
用
し
て
、
子
育
て
支
援
や
雇
用
の
創

出
な
ど
の
事
業
に
つ
な
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
ま
ち
な
か
に
多
く
の
皆
様

が
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
賑
わ
い
を
創
出
し
、ま
た
、県
立

陸
上
競
技
場
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
、
県
と
共
同
し
て
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、「
南
九
州
の

拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
の

確
立
」と「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ

イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
の
実
現
」に
向
け
、引

き
続
き“
本
気
で
挑
戦
”し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、都
城
の
ま
ち
な
か
に
、多
く

の
市
民
の
皆
様
が
集
う
こ
と
の
で
き
る

憩
い
の
場「M

ま

る

ま

る

allm
all

」が
誕
生
し
、多

く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
武
道
場
の
完
成
な

ど
、
明
る
い
話
題
の
続
く
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、当
市
は
、こ
れ
ま
で“
当
市
が

持
つ
３
つ
の
宝
”す
な
わ
ち「
農
林
畜
産

新年のごあいさつ

都城市長 たか ひさ
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あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、本
市
に
お
い

て
は
、
地
方
創
生
や
中
心
市
街
地
活
性

化
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

は
、
昨
年「M

allm
all

」
が
完
成
し
、
図

書
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
世
代

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。図
書
館
は
、２
０
１
８
年
度
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
、
市
内
は

も
と
よ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
２
年
連
続
で
日
本
一
に
輝
い
た
ふ

る
さ
と
納
税
も
引
き
続
き
好
調
で
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
市
の
多
く
の
事
業
に
有
効
に
使
わ

れ
る
と
同
時
に
、
都
城
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も

寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
も
、市
民
の
皆
様
に
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を

目
指
し
、
地
方
分
権
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に
お
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議
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の
役
割
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果
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く
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市
議
会
一

丸
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な
っ
て
議
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改
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取
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組
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お
り
ま
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、議
会
報

告
会
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開
催
し
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直
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市
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の
皆
様
に

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動
を
報
告
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
、市

民
の
皆
様
に
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と

っ
て
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本
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が
幸
多
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実
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飛
躍

の
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と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
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し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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し
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と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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皆
様
に
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希
望
に
満
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春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
、議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
は
、昨
年
２
月
、29
人

の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
間
も
な
く
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
１
年
、市
議
会
で

は
、
よ
り
一
層
の
市
政
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
市
の
重
要
課

題
の
解
決
に
向
け
て
活
発
な
議
論
を
重

平成31年

都城市議会議長
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　都城志布志道路
梅北IC〜金御岳IC
間が開通

　まちなかイルミネ
ーションをスケール
アップ

　福岡ヤフオク！
ドームでスポンサ
ーゲームが開催

　市役所本庁舎の窓口レ
イアウトをリニューアル
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８
月

◉
岩
元
杏あ

ん

奈な

さ
ん
（
都
城
工
業
高
校
）が
、

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
自
転
車
５
０
０
㍍
タ
イ

　
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
高
校
新
記
録
を
樹
立

　
し
、
初
代
女
王
に

◉
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会
が

　
朝
日
広
告
賞
を
受
賞

◉
１
、１
５
４
人
の
腕
組
み
乾
杯
で
ギ
ネ

　
ス
記
録
認
定

９
月

◉
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ

　
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
場
が
完
成

◉
周
産
期
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

10
月

◉
市
立
図
書
館
が
２
０
１
８
年
度
グ
ッ
ド

　
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

◉�M
allm

all

が
来
館
者
１
０
０
万
人
を

達
成

◉
祝
吉
地
区
公
民
館
が
落
成

11
月

◉
か
か
し
の
里
市
民
広
場
が
落
成

◉
市
立
図
書
館
が
木
材
利
用
優
良
施
設
コ

　
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞

◉
市
内
の
小
・
中
学
校
で
地
元
農
畜
産
物

　
を
使
っ
た
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を
実
施

◉
霧き

り

之の

会か
い

と
小
西
宏
子
さ
ん
が
都
城
市
文

　
化
賞
を
受
賞

12
月

◉
津
曲
靖や

す

麿ま
る

さ
ん
が
西
郷
隆
盛
の
書
を
市

　
に
寄
託

◉
市
立
美
術
館
特
別
展
「
平
山
郁
夫
展
」

　
が
来
館
者
1
万
人
を
達
成

　鳥取の高校を卒業
後、奈良の大学と京都
の大学院で日本近代の
美術史を学びました。

　母が整形外科の看護
師ということもあり、
理学療法士に興味を持
ちました。高城町の実

専攻していた分野の知識を生かして、学芸
員として働きたいと思い、画家山田新一な
どの出身地の都城市に興味を持ち、４月か
ら職員として市役所に勤務。初年度から企
画展を担当でき、大変でしたが楽しい一年
でした。３月３日㈰まで開催する収蔵作品
展「つなぐ美術と教育」 の企画も担当しま
す。ぜひ、来場ください。

家から安心して通える学校を希望していた
ので、４月に開校した同校に入学しました。
授業は専門的で難しいですが、先生の熱心
な指導のおかげで勉強に熱が入り、充実し
た毎日を過ごしています。今年は、実習が増
え忙しくなりますが、患者さんの気持ちに
寄り添える理学療法士を目指し、一生懸命
頑張ろうと思います。

市立美術館　主事

西田  茉
ま

未
み

さん

都城リハビリテーション
学院１期生

西畑  華
か

梨
りん

さん

2月

5月

7月

11月

2018年を振り返って

　2018年は、中心市街地中核施設「M
ま る ま る

allmall」がオープンし、まちなかに新しい風が吹き始め、Mallmallの来館者
100万人達成や市立図書館のグッドデザイン賞受賞など、うれしい話題の多かった１年でした。また、早水公園体育
文化センターのサブアリーナと武道場が完成したほか、市役所本庁舎の窓口レイアウトをリニューアルし、市民
サービスが向上した１年でもありました。　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174
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１
月

◉
柳
田
喜
美
子
さ
ん
が
西
郷
隆
盛
の
書
を

　
市
に
寄
贈

◉
南
三
陸
町
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

　
援
協
定
を
締
結

◉
市
議
会
議
員
選
挙
で
29
人
が
当
選

２
月

◉
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
会

　
を
開
催

３
月

◉
新
燃
岳
が
７
年
ぶ
り
に
爆
発
的
噴
火

４
月

◉
温
泉
施
設
な
ど
を
管
理
す
る
第
三
セ
ク

　
タ
ー
が
合
併
し
、
都
城
ぼ
ん
ち
地
域
振

　
興
㈱
が
発
足

◉
第
２
次
都
城
市
総
合
戦
略
（
総
合
計
画
）

　
を
策
定

◉
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
発
行

◉M
allm

all

が
オ
ー
プ
ン

５
月

◉
都
城
志
布
志
道
路
整
備
・
活
用
促
進
大

　
会
を
開
催

６
月

◉
新
し
く
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部
室
で

　
都
城
市
風
水
害
対
策
図
上
訓
練
を
実
施

７
月

◉
平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

　
額
が
前
年
よ
り
ア
ッ
プ

◉
西
日
本
豪
雨
災
害
被
災
地
に
上
下
水
道

　
局
か
ら
給
水
支
援

２
０
１
８
年
の
主
な
出
来
事

2018回顧録
元気な都城を振り返る
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　当初予算（786億3,000万円）と比較して、61億5,638万円の増額となっています。

用語解説

平成29年度一般会計決算を、月額20万円の家計に置き換えると…
収　　入

項　　目 金額（円） 割　合

給与
うち基本給(市税など) 76,918 38.5％
うち諸手当(国・県支出金、
地方交付税など) 83,067 41.5％

前月給与の残り(繰越金） 3,329 1.7％
預貯金の取り崩し（繰入金） 20,851 10.4％
ローン借り入れ（市債） 15,835 7.9％

支　　出
項　　目 金額（円） 割　合

食費（人件費） 22,471 11.2%
医療費、保育料（扶助費） 42,856 21.4%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 29,851 14.9%
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 30,671 15.3%
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 29,539 14.8%
住宅ローン返済（公債費） 18,327 9.2%
預貯金（積立金） 22,189 11.1%
翌月への繰り越し 4,096 2.1%

【歳入】
●�市　税…個人・法人市民税や固定資産税など
●�地方交付税…�国税のうち所得税や法人税、酒税、消

費税の一部を、一定の基準で国が交付
する税

●国・県支出金…�特定目的事業の財源となる国・県の
補助金など

●繰入金…�一般会計、特別会計基金などの間でやりと
りする資金

●市　債…�建設事業や災害復旧事業などの財源となる
借入金

【歳出】
●民生費…�高齢者や児童、障がい者などの福祉全般

の事業経費
●総務費…選挙や戸籍、税務、庁舎管理などの経費
●公債費…�市が発行した市債（借金）返済のための

経費
●土木費…道路や公園整備、住宅管理などの経費
●教育費…�教育や文化財保護、スポーツ振興などの

経費
●衛生費…保健衛生や清掃などの経費
●農林水産業費…農業や林業などの経費

●�一般会計…道路整備やごみ収集、福祉サービスの提供などの事業を行うための会計
●特別会計…�介護保険事業や国民健康保険事業など、特定の収入（保険料や使用料など）でその仕事を賄う会計
●�企業会計…その仕事自体に収益（使用料）があり、その収益で支出を賄う独立採算制の会計
●�形式収支…歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた額
●�実質収支…形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額

都城市の家計簿

平成30年度一般会計予算（９月補正時点）

歳出
予算総額
847億8,638万円

歳入
予算総額
847億8,638万円

民生費
322億9,608万円

38.1%

総務費
154億2,213万円

18.2%
公債費

83億2,752万円
9.8%

土木費
75億4,276万円

8.9%

教育費
54億9,861万円 6.5%

商工費
32億9,281万円 3.9%
農林水産業費

47億9,224万円 5.7%
衛生費

50億241万円 5.9%

消防費
19億2,689万円 2.3%

その他
6億8,493万円 0.7%

市税
184億9,090万円

21.8%

地方交付税
158億9,499万円

18.7%

国庫支出金
125億6,785万円

14.8%

県支出金
76億9,763万円

9.1%

市債
58億9,990万円

7.0%

地方消費税
交付金

30億4,896万円
3.6% その他

99億2,933万円
11.7%

繰入金
112億5,682万円

13.3%
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　市では、皆さんが納めた税金などがどのように使われているのかをお知らせするために、
年に２回財政状況を公表しています。
　今回は、平成29年度の決算状況と平成30年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　一般会計・特別会計について　財政課　☎23-2113
企業会計について　上下水道局総務課　☎23-4810

　歳入から歳出を引いた形式収支は19億9,796万円の黒字で、次年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支
は13億3,896万円の黒字となりました。

都城市の

財政状況

平成29年度決算状況 平成29年度末市債の状況
会 計 名 歳　入 歳　出 市債残高 うち交付税措置額 実質負担額
一般会計 975億5,469万円 955億5,673万円 743億   717万円  576億6,441万円  166億4,276万円 

特
別
会
計

国民健康保険 233億3,755万円 229億   408万円 － － －
介護保険 174億6,659万円 169億8,749万円 － － －
後期高齢者医療 20億7,348万円  20億6,777万円  － － －
簡易水道事業 4億9,291万円  4億9,272万円  15億1,585万円  1億6,071万円  13億5,514万円 
電気事業 2億2,692万円 2億1,747万円 4億6,732万円  － 4億6,732万円 
食肉センター 9,615万円 9,615万円 3億2,473万円  － 3億2,473万円 
御池簡易水道事業 8,269万円  8,269万円  3億7,080万円  6,847万円  3億   233万円 
公設地方卸売市場事業 7,964万円  7,964万円  4,763万円  － 4,763万円 
工業用地造成事業 5,560万円 5,555万円 1億1,066万円  － 1億1,066万円 
整備墓地 3,014万円  3,014万円  1億3,898万円  － 1億3,898万円 

企
業
会
計

水道事業（収益的） 22億9,242万円 20億4,576万円 91億4,834万円 － 91億4,834万円水道事業（資本的） 5億   215万円 12億5,297万円 －
公共下水道事業（収益的） 31億3,447万円 30億7,643万円 187億6,474万円 86億8,397万円 100億8,077万円公共下水道事業（資本的） 6億4,241万円 14億9,774万円
農業集落排水事業（収益的） 6億9,024万円 6億8,061万円 31億5,933万円 18億2,617万円 13億3,316万円農業集落排水事業（資本的） 1億   453万円 2億8,753万円

※�交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとしている額です。また、水道事業などの不足額は、留
保資金などで補てんしました

平成29年度一般会計決算

歳出
決算総額
955億5,673万円

民生費
311億9,752万円

32.6%

総務費
237億8,056万円

24.9%
公債費

89億3,957万円
9.3%

土木費
81億8,957万円

8.6%

商工費
73億5,526万円 7.7%

教育費
40億3,487万円 4.2%

衛生費
40億8,582万円 4.3%
農林水産業費

49億4,148万円 5.2%

消防費
24億7,307万円 2.6%

その他
5億5,901万円 0.6%

歳入
決算総額
975億5,469万円

市税
196億6,045万円

20.2%

地方交付税
184億1,198万円

18.9%

国庫支出金
143億7,188万円

14.7%

県支出金
77億3,382万円

7.9%

市債
77億2,399万円

7.9%

寄付金
74億8,813万円

7.7%

その他
119億9,396万円

12.3%

繰入金
101億7,048万円

10.4%
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　当初予算（786億3,000万円）と比較して、61億5,638万円の増額となっています。

用語解説

平成29年度一般会計決算を、月額20万円の家計に置き換えると…
収　　入

項　　目 金額（円） 割　合

給与
うち基本給(市税など) 76,918 38.5％
うち諸手当(国・県支出金、
地方交付税など) 83,067 41.5％

前月給与の残り(繰越金） 3,329 1.7％
預貯金の取り崩し（繰入金） 20,851 10.4％
ローン借り入れ（市債） 15,835 7.9％

支　　出
項　　目 金額（円） 割　合

食費（人件費） 22,471 11.2%
医療費、保育料（扶助費） 42,856 21.4%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 29,851 14.9%
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 30,671 15.3%
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 29,539 14.8%
住宅ローン返済（公債費） 18,327 9.2%
預貯金（積立金） 22,189 11.1%
翌月への繰り越し 4,096 2.1%

【歳入】
●�市　税…個人・法人市民税や固定資産税など
●�地方交付税…�国税のうち所得税や法人税、酒税、消

費税の一部を、一定の基準で国が交付
する税

●国・県支出金…�特定目的事業の財源となる国・県の
補助金など

●繰入金…�一般会計、特別会計基金などの間でやりと
りする資金

●市　債…�建設事業や災害復旧事業などの財源となる
借入金

【歳出】
●民生費…�高齢者や児童、障がい者などの福祉全般

の事業経費
●総務費…選挙や戸籍、税務、庁舎管理などの経費
●公債費…�市が発行した市債（借金）返済のための

経費
●土木費…道路や公園整備、住宅管理などの経費
●教育費…�教育や文化財保護、スポーツ振興などの

経費
●衛生費…保健衛生や清掃などの経費
●農林水産業費…農業や林業などの経費

●�一般会計…道路整備やごみ収集、福祉サービスの提供などの事業を行うための会計
●特別会計…�介護保険事業や国民健康保険事業など、特定の収入（保険料や使用料など）でその仕事を賄う会計
●�企業会計…その仕事自体に収益（使用料）があり、その収益で支出を賄う独立採算制の会計
●�形式収支…歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた額
●�実質収支…形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額

都城市の家計簿

平成30年度一般会計予算（９月補正時点）

歳出
予算総額
847億8,638万円

歳入
予算総額
847億8,638万円

民生費
322億9,608万円

38.1%

総務費
154億2,213万円

18.2%
公債費

83億2,752万円
9.8%

土木費
75億4,276万円

8.9%

教育費
54億9,861万円 6.5%

商工費
32億9,281万円 3.9%
農林水産業費

47億9,224万円 5.7%
衛生費

50億241万円 5.9%

消防費
19億2,689万円 2.3%

その他
6億8,493万円 0.7%

市税
184億9,090万円

21.8%

地方交付税
158億9,499万円

18.7%

国庫支出金
125億6,785万円

14.8%

県支出金
76億9,763万円

9.1%

市債
58億9,990万円

7.0%

地方消費税
交付金

30億4,896万円
3.6% その他

99億2,933万円
11.7%

繰入金
112億5,682万円

13.3%
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書
の
由
来
と
価
値

　
津
曲
家
は
、
都
城
島
津
家
の
家
老
職
を

勤
め
た
家
柄
で
、今
回
発
見
さ
れ
た
書
は
、

木こ

幡は
た

栄え
い

周し
ゅ
うが

西
郷
隆
盛
か
ら
譲
り
受
け
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
幡
は
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
。
国
学
や
儒
学

を
学
び
、
明
道
館
の
学
頭
、
明
治
期
の
都

城
の
学
校
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

　
西
郷
（
南
洲
）
の
書
は
、
彼
の
認
知
度

と
人
気
の
高
さ
か
ら
偽
物
が
多
い
中
、
本

史
料
は
直
筆
に
間
違
い
な
く
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
の
鑑
定
を
受
け
、
史
料
的
価
値

も
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

史
料
の
形
状
と
現
状

　
書
は
和
紙
に
書
か
れ
、
縦
34
㌢
、
横
４

６
１
㌢
の
巻
子
で
す
。
巻ま

き

紐ひ
も

が
切
れ
、
紙

折
れ
が
多
少
み
ら
れ
ま
す
が
、
本
紙
自
体

の
状
態
は
良
好
で
す
。

　
津
曲
靖や

す

麿ま
ろ

さ
ん
（
早
鈴
町
）
か
ら
、
所
有
す
る
古
文
書
の
中
に
西
郷
隆
盛
の
書
と
し
て
伝

わ
る
巻
物
が
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
都
城
島
津
邸
が
預
か
り
西
郷
南な

ん

洲し
ゅ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

館か
ん

（
鹿
児
島

市
）
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
「
新
発
見
の
書
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で
都
城
島
津
邸
の
収
蔵
史
料
展
で
展
示
す
る
同
書
の
由
来
や
、

そ
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

新
た
な
南
洲
書
の
発
見

書
の
内
容

　
本
書
は
、
中
国
の
儒
学
者
陳ち

ん

龍り
ゅ
う

川せ
ん

（
１

１
４
３
～
１
１
９
５
年
）
の
著
書
「
酌し

ゃ
く

古こ

論ろ
ん

」
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。「
西
郷
南

洲
遺
訓
」
に
も
同
様
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
て
、「
酌
古
論
」
を
西
郷
が
愛
読
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　「
常
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
問

題
が
起
き
て
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
、

う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

書
の
文
面

平
居
　
　
　
暇
日
規
模
　
　
術
略

定
於
胸
　
　
中
者
　
　
　
　
久
矣
、
一

旦
遇
事
　
　
而
發
之
、　
　
如
坐

千
仭
而
　
　
転
圓
　
　
　
　
石
、
其
勇

決
之
勢
、　
殆
有
不
可
　
　
禦
者
、
故

其
用
力
也
　
易
、
而
其
　
　
収
功
也
大
、

非
徑
行
無
　
謀
、
僥
倖
以
　
求
勝

也
、
所
謂
　
英
雄
　
　
　
　
者
、
非
以

其
耀
　
　
　
知
勇
　
　
　
　
拠
形

如
斯
　
　
　
而
已
、
此
　
　
二
者
特

英
雄
　
　
　
末
事
、　
　
　
而
仗
大

義
以
　
　
　
従
天
人
　
　
　
望
者
、

乃
英
雄
　
　
之
所
繇
　
　
　
起
也
、

南
洲
書

学
芸
員
に
よ
る
書
の
訳
例

　
普
段
、
時
間
が
あ
る
と
き
で
も
、
物
事

の
仕
組
み
や
計
略
を
理
解
し
、
自
分
の
も

の
に
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。し
か
し
、

そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
、
問
題
に

遭
っ
た
と
し
て
も
、
と
て
も
高
い
所
か
ら

丸
い
石
を
転
が
す
よ
う
に
、
そ
の
勇
気
あ

る
決
断
の
勢
い
は
、止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
、
そ
の
成
果
も
大
き
い
。

　
思
い
を
曲
げ
ず
に
進
め
る
こ
と
は
、
無

謀
で
は
な
い
。
運
は
勝
ち
を
求
め
る
こ
と

で
あ
り
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ

る
英
雄
の
輝
き
は
知
勇
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
そ
れ
は
物
事
の
成
り
行
き
、
た
だ
そ

れ
だ
け
で
あ
る
。
運
と
知
恵
・
勇
気
は
、

英
雄
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。正
義
に
よ
っ
て
事
を
行
う
と
き
、

天
命
に
従
い
人
に
臨
む
こ
と
、
そ
れ
が
英

雄
た
る
者
の
条
件
で
あ
る
。 

上
：
巻
頭

　
　下
：
巻
末

手
前
の
人
物
：
津
曲
さ
ん
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９
月
９
日
、
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
の
西
郷

隆
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
高
城
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
初
回
講
座
を
開
催
。
兵
庫

県
神
戸
市
生
ま
れ
の
隆
夫
さ
ん
は
「
関
西

で
育
っ
た
が
、
家
の
中
で
は
鹿
児
島
弁
。

父
が
、
毎
日
の
よ
う
に
隆
盛
の
話
を
し
て

く
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隆
盛
が
奄
美
大
島
で
名
乗
っ
た

菊
池
姓
は
、
西
郷
家
発
祥
の
地
、
熊
本
県

菊
池
市
に
由
来
す
る
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら

に
「
隆
盛
の
妻
・
糸い

と

は
ド
ラ
マ
で
は
幼
な

じ
み
の
設
定
だ
が
、
実
際
は
16
歳
離
れ
た

若
い
妻
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
弁
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
隆

夫
さ
ん
の
語
り
口
に
、
会
場
は
笑
い
で
満

ち
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
市
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
島
津
家
の
史
料
を
所
蔵
す
る
尚

し
ょ
う

古こ

集し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

学
芸
員
の
小
平
田
史
穂
さ
ん
に
よ
る

第
２
回
講
座
を
開
催
。
小
平
田
さ
ん
は
、

隆
盛
を
育
ん
だ
薩
摩
藩
の
先
見
性
や
独
自

の
文
化
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
島
津

斉な
り

彬あ
き
ら

の
「
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
国
を

つ
く
る
」
と
い
う
理
想
に
感
銘
を
受
け
た

隆
盛
や
、
大
久
保
利
通
な
ど
の
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
の
働
き
を
紹
介
。
ま
た
、

薩
摩
藩
の
食
文
化
は
中
国
や
琉
球
の
影
響

を
受
け
て
い
て
、
薩
摩
藩
士
の
体
格
が
良

か
っ
た
の
は
、
肉
を
よ
く
食
べ
る
食
文
化

も
関
係
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
第
３

回
講
座
を
開
催
。
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
時
代
考
証
を
担
当
し
た
原
口
泉
さ

ん
が
、
都
城
県
参
事
を
務
め
た
桂
久
武
と

桂
の
盟
友
だ
っ
た
隆
盛
に
つ
い
て
、
大
河

ド
ラ
マ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
史
実
と
の
違

い
を
交
え
て
、
軽
妙
に
語
り
ま
し
た
。

　
桂
を
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
さ
せ
て
ほ
し

い
と
交
渉
し
た
話
や
、
奄
美
大
島
編
の
放

送
後
、
多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い

る
話
な
ど
、
ド
ラ
マ
の
あ
ら
す
じ
に
沿
っ

て
紹
介
。
弓
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
桂
は
、最
後
の
戦い

く
さ

で
あ
る
西
南
戦
争
で
、

弓
を
使
っ
た
最
後
の
侍
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
ド
ラ
マ
で
は
西
郷
と
対
立
し
て

描
か
れ
て
い
る
島
津
久
光
は
、
名
君
で
人

材
育
成
に
長た

け
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
脚
本
家
が
史
実
に
は
な
い
人

間
模
様
や
脚
色
さ
れ
た
内
容
を
台
本
に
織

り
込
ん
で
い
て
、
時
代
考
証
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
側
と
し
て
は
悩
む
こ
と
も
多
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
制
作

で
の
苦
労
を
会
場
の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら

話
し
ま
し
た
。

西郷隆盛のひ孫
西郷 隆夫さん

志學館大学教授
原口 泉さん

尚古集成館学芸員
小平田 史穂さん

子
孫
か
ら
み
た
西
郷
隆
盛

桂
久
武
と
西
郷
ど
ん

西
郷
さ
ん
を
支
え
た
も
の

慎吾さん　以前、原口教授の講義を受
けたことがあって懐かしく思い、今回
も受講しました。桂久武は知っていま
したが、西南戦争で弓を使ったラスト
サムライだったことなど初めて聞く話
もあり楽しかったです。

海仁さん　歴史が好きで、お父さんに
誘われて一緒に来ました。難しかった
けど、都城の昔の偉い人の話が聞けて、
もっと知りたいと思いました。

坂
元 

慎
吾
さ
ん
・
海か

い

仁と

さ
ん（
蓑
原
町
）

歴
史
が
、も
っ
と
大
好
き
に

な
り
ま
し
た

明
治
維
新

１
５
０
年
記
念

歴
史
講
座

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
で

明
治
維
新
期
の
薩
摩
の
人
々
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
広
報
都
城
11
月

号
で
も
特
集
し
た
桂
久
武
を
は
じ
め
と
し

た
、
都
城
ゆ
か
り
の
偉
人
ら
の
歴
史
を
深

く
知
る
講
座
を
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し

ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

西
郷
ど
ん
・

桂
ど
ん
の

生
き
様
に
学
ぶ
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書
の
由
来
と
価
値

　
津
曲
家
は
、
都
城
島
津
家
の
家
老
職
を

勤
め
た
家
柄
で
、今
回
発
見
さ
れ
た
書
は
、

木こ

幡は
た

栄え
い

周し
ゅ
うが

西
郷
隆
盛
か
ら
譲
り
受
け
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
幡
は
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
。
国
学
や
儒
学

を
学
び
、
明
道
館
の
学
頭
、
明
治
期
の
都

城
の
学
校
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

　
西
郷
（
南
洲
）
の
書
は
、
彼
の
認
知
度

と
人
気
の
高
さ
か
ら
偽
物
が
多
い
中
、
本

史
料
は
直
筆
に
間
違
い
な
く
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
の
鑑
定
を
受
け
、
史
料
的
価
値

も
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

史
料
の
形
状
と
現
状

　
書
は
和
紙
に
書
か
れ
、
縦
34
㌢
、
横
４

６
１
㌢
の
巻
子
で
す
。
巻ま

き

紐ひ
も

が
切
れ
、
紙

折
れ
が
多
少
み
ら
れ
ま
す
が
、
本
紙
自
体

の
状
態
は
良
好
で
す
。

　
津
曲
靖や

す

麿ま
ろ

さ
ん
（
早
鈴
町
）
か
ら
、
所
有
す
る
古
文
書
の
中
に
西
郷
隆
盛
の
書
と
し
て
伝

わ
る
巻
物
が
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
都
城
島
津
邸
が
預
か
り
西
郷
南な

ん

洲し
ゅ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

館か
ん

（
鹿
児
島

市
）
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
「
新
発
見
の
書
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で
都
城
島
津
邸
の
収
蔵
史
料
展
で
展
示
す
る
同
書
の
由
来
や
、

そ
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

新
た
な
南
洲
書
の
発
見

書
の
内
容

　
本
書
は
、
中
国
の
儒
学
者
陳ち

ん

龍り
ゅ
う

川せ
ん

（
１

１
４
３
～
１
１
９
５
年
）
の
著
書
「
酌し

ゃ
く

古こ

論ろ
ん

」
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。「
西
郷
南

洲
遺
訓
」
に
も
同
様
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
て
、「
酌
古
論
」
を
西
郷
が
愛
読
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　「
常
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
問

題
が
起
き
て
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
、

う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

書
の
文
面

平
居
　
　
　
暇
日
規
模
　
　
術
略

定
於
胸
　
　
中
者
　
　
　
　
久
矣
、
一

旦
遇
事
　
　
而
發
之
、　
　
如
坐

千
仭
而
　
　
転
圓
　
　
　
　
石
、
其
勇

決
之
勢
、　
殆
有
不
可
　
　
禦
者
、
故

其
用
力
也
　
易
、
而
其
　
　
収
功
也
大
、

非
徑
行
無
　
謀
、
僥
倖
以
　
求
勝

也
、
所
謂
　
英
雄
　
　
　
　
者
、
非
以

其
耀
　
　
　
知
勇
　
　
　
　
拠
形

如
斯
　
　
　
而
已
、
此
　
　
二
者
特

英
雄
　
　
　
末
事
、　
　
　
而
仗
大

義
以
　
　
　
従
天
人
　
　
　
望
者
、

乃
英
雄
　
　
之
所
繇
　
　
　
起
也
、

南
洲
書

学
芸
員
に
よ
る
書
の
訳
例

　
普
段
、
時
間
が
あ
る
と
き
で
も
、
物
事

の
仕
組
み
や
計
略
を
理
解
し
、
自
分
の
も

の
に
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。し
か
し
、

そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
、
問
題
に

遭
っ
た
と
し
て
も
、
と
て
も
高
い
所
か
ら

丸
い
石
を
転
が
す
よ
う
に
、
そ
の
勇
気
あ

る
決
断
の
勢
い
は
、止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
、
そ
の
成
果
も
大
き
い
。

　
思
い
を
曲
げ
ず
に
進
め
る
こ
と
は
、
無

謀
で
は
な
い
。
運
は
勝
ち
を
求
め
る
こ
と

で
あ
り
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ

る
英
雄
の
輝
き
は
知
勇
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
そ
れ
は
物
事
の
成
り
行
き
、
た
だ
そ

れ
だ
け
で
あ
る
。
運
と
知
恵
・
勇
気
は
、

英
雄
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。正
義
に
よ
っ
て
事
を
行
う
と
き
、

天
命
に
従
い
人
に
臨
む
こ
と
、
そ
れ
が
英

雄
た
る
者
の
条
件
で
あ
る
。 

上
：
巻
頭

　
　下
：
巻
末

手
前
の
人
物
：
津
曲
さ
ん
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　「
世
界
中
で
苦
し
ん
で
い
る
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
を
、
救
い
た
い
」
と
い
う

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
３
つ
の

領
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◉
い
の
ち
を
救
う

　
国
内
災
害
救
護
や
国
際
活
動
、
赤
十
字

病
院
の
運
営
、
献
血
、
救
急
法
な
ど
の
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
せ
い
か
つ
を
支
え
る

　
全
国
で
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
福

祉
施
設
を
運
営
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
と
一
緒
に
、
地
域
に
密
着
し
た

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
ひ
と
を
育
む

　
看
護
師
な
ど
の
育
成
や
青
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
実
施
な
ど
、
技
術
や
知
識
、
思

い
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。✚

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
日
赤

✚
皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
日
赤
宮
崎
県
支
部
都
城
市
地
区
で
は
、

活
動
資
金
や
義
援
金
な
ど
の
受
け
付
け
、

火
災
な
ど
の
被
災
者
へ
の
救
援
物
資
の
配

布
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体
の
活

動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
活
動
へ
の
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

　
庄
内
、
山
之
口
、
高
城
、
高
崎
の
４
分

団
が
あ
り
、
炊
き
出
し
訓
練
や
義
援
金
な

【
日
赤
の
活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
】

　
２
月
３
日
㈰
に
ま
ち
な
か
広
場
で
開
催

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
包
装
食
に

よ
る
炊
き
出

し
体
験
を
行

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
く

だ
さ
い
。

　日本赤十字社（日赤）は、「苦しんでいる人を救いたいとい
う思いを集結し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康・
尊厳を守る」という使命の下、皆さんの善意に支えられながら
さまざまな活動を行っています。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

頼りになる
日本赤十字社の活動

ど
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
日
赤
有
功
会

　
活
動
資
金
と
し
て
累
計
20
万
円
以
上
の

寄
付
を
し
た
個
人
や
法
人
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
地
域
で
の
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

◉
宮
崎
県
救
急
安
全
赤
十
字
奉
仕
団
（
都

城
・
北
諸
地
区
）

　
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◉
青
少
年
赤
十
字

　
市
内
で
は
、
保
育
園
３
園
、
小
学
校
10

校
、
中
学
校
10
校
、
高
等
学
校
１
校
が
登

録
し
、募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
の
ほ
か
、
福
祉
課
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
る
募
金
、
赤
十
字
支
援
型
自
動
販
売

機
の
設
置
・
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
忌
明
寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
赤
活
動
へ
の
協
力
方
法
は
、
毎
年
６

月
ご
ろ
に
各
自
治
公
民
館
を
通
し
た
募
金

✚
日
赤
の
活
動
方
針

13 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.1

　災害時の炊き出しや、災害時に役立つ救
助法を学ぶほか、庄内地区で慰霊碑の掃除
や自宅療養者の訪問などの地域貢献を行っ
ています。地域の自宅療養者を訪問した際
に「訪問を受けたことで地域の一員だと感
じた」と泣きながら喜んでくれたことが、
今でも心に残っています。
　活動は無報酬ですが、支援の在り方や救
助法を学ぶことで自己啓発になったり、地
域の人を知ることで絆もできたりなど、や
りがいは大きいです。
　人を救うだけではなく、勉強にもなるの
で、皆さんも一緒に活動してみませんか。

都城市赤十字奉仕団 委員長
山下 和代さん（庄内町）

　10月にグッドデザイン賞を受賞した市立図書館が、新たに
木材利用推進中央協議会主催の「木材利用優良施設コンクール」
において、審査委員会特別賞を受賞しました。
　今回は、賞の概要や、評価を受けるに至った市立図書館のア
ピールポイントを紹介します

◎問い合わせ　生涯学習課　☎23-9545

市立図書館に新たな高評価！
栄えある、木材利用優良施設コンクール審査委員会特別賞を受賞

　林
業
団
体
な
ど
が
組
織
し
た
木
材
利
用

推
進
中
央
協
議
会
が
、
木
造
も
し
く
は
内

装
に
木
材
を
使
っ
た
全
国
の
公
共
施
設
や

病
院
、
商
業
施
設
か
ら
、
優
良
な
施
設
を

選
定
し
表
彰
す
る
「
木
材
利
用
優
良
施
設

コ
ン
ク
ー
ル
」。
審
査
委
員
は
、
大
学
教

授
な
ど
の
学
識
経
験
者
や
林
野
庁
長
官
な

ど
が
務
め
て
い
て
、
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。

　同
協
議
会
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ

か
、
木
材
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
木
材
利
用
の
推
進
と
需
要
の
拡

大
の
た
め
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

表
彰
式
と
審
査
委
員
会
特
別
賞

　11
月
28
日
、

木
材
会
館
（
東

京
都
）
で
行
わ

れ
た
同
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式

に
岩
﨑
透
事
業

副
市
長
が
出
席

し
、
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　審
査
委
員
会

特
別
賞
は
、
今

年
度
に
新
設
さ

れ
た
も
の
で
、
市
立
図
書
館
は
「
木
材
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
た
転
用
や

再
生
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
会
の
評
価

　ま
ち
の
中
心
に
あ
っ
た
旧
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
を
、
内
装
に
木
材
を
活
用
し
な

が
ら
、
市
立
図
書
館
と
し
て
転
用
・
再
生

し
た
施
設
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
周
辺
施
設

に
つ
な
が
る
軒
下
通
路
の
天
井
部
分
に
木

材
を
活
用
し
な
が
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

い
る
。

　ま
た
、
宮
崎

県
産
ス
ギ
材
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
材
料

と
し
た
造
作
家

具（
展
示
台
）を

設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
家
具
デ

ザ
イ
ン
チ
ー
ム

と
都
城
家
具
工

業
会
が
協
力
し
て
、
九
州
産
ク
ス
ノ
キ
を

材
料
に
開
発
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
イ
ア

ウ
ト
が
で
き
る「
木
箱
型
書
架（
木
箱
架
）」

な
ど
を
設
置
。
木
材
を
活
用
し
た
施
設
の

転
用・再
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
す
る
。

※�

Ｃ
Ｌ
Ｔ
：
引
き
板
を
繊
維
方
向
が
直
交

す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
木
材

今
後
の
活
用

　市
で
は
今
回
の
受
賞
を
生
か
し
、
ま
ち

な
か
に
誕
生
し
た
居
心
地
の
良
い
図
書
館

を
「
人
々
が
集
う
た
ま
り
場
と
し
て
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
」
こ
と
で
、
本
市
の
さ
ら

な
る
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

12広報 都城 平成31年1月号



　「
世
界
中
で
苦
し
ん
で
い
る
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
を
、
救
い
た
い
」
と
い
う

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
３
つ
の

領
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◉
い
の
ち
を
救
う

　
国
内
災
害
救
護
や
国
際
活
動
、
赤
十
字

病
院
の
運
営
、
献
血
、
救
急
法
な
ど
の
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
せ
い
か
つ
を
支
え
る

　
全
国
で
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
福

祉
施
設
を
運
営
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
と
一
緒
に
、
地
域
に
密
着
し
た

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
ひ
と
を
育
む

　
看
護
師
な
ど
の
育
成
や
青
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
実
施
な
ど
、
技
術
や
知
識
、
思

い
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。✚

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
日
赤

✚
皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
日
赤
宮
崎
県
支
部
都
城
市
地
区
で
は
、

活
動
資
金
や
義
援
金
な
ど
の
受
け
付
け
、

火
災
な
ど
の
被
災
者
へ
の
救
援
物
資
の
配

布
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体
の
活

動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
活
動
へ
の
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

　
庄
内
、
山
之
口
、
高
城
、
高
崎
の
４
分

団
が
あ
り
、
炊
き
出
し
訓
練
や
義
援
金
な

【
日
赤
の
活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
】

　
２
月
３
日
㈰
に
ま
ち
な
か
広
場
で
開
催

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
包
装
食
に

よ
る
炊
き
出

し
体
験
を
行

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
く

だ
さ
い
。

　日本赤十字社（日赤）は、「苦しんでいる人を救いたいとい
う思いを集結し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康・
尊厳を守る」という使命の下、皆さんの善意に支えられながら
さまざまな活動を行っています。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

頼りになる
日本赤十字社の活動

ど
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
日
赤
有
功
会

　
活
動
資
金
と
し
て
累
計
20
万
円
以
上
の

寄
付
を
し
た
個
人
や
法
人
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
地
域
で
の
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

◉
宮
崎
県
救
急
安
全
赤
十
字
奉
仕
団
（
都

城
・
北
諸
地
区
）

　
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◉
青
少
年
赤
十
字

　
市
内
で
は
、
保
育
園
３
園
、
小
学
校
10

校
、
中
学
校
10
校
、
高
等
学
校
１
校
が
登

録
し
、募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
の
ほ
か
、
福
祉
課
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
る
募
金
、
赤
十
字
支
援
型
自
動
販
売

機
の
設
置
・
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
忌
明
寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
赤
活
動
へ
の
協
力
方
法
は
、
毎
年
６

月
ご
ろ
に
各
自
治
公
民
館
を
通
し
た
募
金

✚
日
赤
の
活
動
方
針
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　災害時の炊き出しや、災害時に役立つ救
助法を学ぶほか、庄内地区で慰霊碑の掃除
や自宅療養者の訪問などの地域貢献を行っ
ています。地域の自宅療養者を訪問した際
に「訪問を受けたことで地域の一員だと感
じた」と泣きながら喜んでくれたことが、
今でも心に残っています。
　活動は無報酬ですが、支援の在り方や救
助法を学ぶことで自己啓発になったり、地
域の人を知ることで絆もできたりなど、や
りがいは大きいです。
　人を救うだけではなく、勉強にもなるの
で、皆さんも一緒に活動してみませんか。

都城市赤十字奉仕団 委員長
山下 和代さん（庄内町）



月 日 時　間 場　所 地　　　区

小
松
原
1/31㈭

9：00～12：00

※1
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

13：00～16：30 志比田町

姫
城 2/1㈮

9：00～12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

13：00～16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/4㈪
9：00～12：00

妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

13：00～16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉 2/5㈫

9：00～12：00 郡元町、年見町、
郡元一～四丁目、千町、神之山町

13：00～16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
3/12㈫

9：00～12：00 都原町
13：00～16：30 横市町、南横市町

3/13㈬ 9：00～12：00 蓑原町

五
十
市

3/13㈬ 13：00～16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/14㈭
9：00～12：00 久保原町、五十町、大岩田町
13：00～16：30 平塚町、今町

中
郷

1/28㈪
10：00～12：00 石原営農

研修館
尾平野

13：00～15：30 石原

2/14㈭
9：30～12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
13：00～16：00 川内、上安久、藤田

2/15㈮
9：30～12：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂
13：00～16：00 大薗、益貫

2/18㈪
9：30～12：00 高野原、女橋、払川
13：00～16：00 東豊満、西豊満

月 日 時　間 場　所 地　　　区

西
岳

1/28㈪
10：00～12：00 折田代

営農研修館
武床、猪子石、(田野)

13：00～15：30 折田代

1/29㈫
10：00～12：00 旧夏尾

保育児童館
牛之脛

13：00～15：30 馬渡、御池町

1/30㈬
9：30～12：00 西岳地区

公民館
（クラブハウス）

高野町、田野
13：00～16：00 美川町

志
和
池

2/6㈬
9：30～12：00

※2
志和池地区
体育館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
13：00～16：00 薄谷、谷頭

2/7㈭
9：30～12：00 下水流2、下水流3、麓
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/8㈮
9：30～12：00 上水流中、森田、上水流東
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
内

2/15㈮
9：30～12：00

庄内地区
公民館

関之尾
13：00～16：00 宮島、今屋

2/18㈪
9：30～12：00 東区、千草
13：00～16：00 川崎、町区、西区

2/19㈫
9：30～12：00 平田、馬場
13：00～16：00 莇、今平、内場、源野

沖
水

2/12㈫
9：30～12：00

※3
沖水地区
公民館

都北町、広瀬
13：00～16：00 吉尾町

2/13㈬
9：30～12：00 東高木、上金田
13：00～16：00 西高木

2/14㈭
9：30～12：00 太郎坊町
13：00～16：00 下金田、中金田

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
之
口

1/29㈫
9：30～11：00 永野営農

研修館 永野

13：00～15：00 青井岳営
農研修館 青井岳

2/20㈬
9：30～12：00

山之口地区
公民館

街区1～5、向原東、西向原1～3
13：00～16：00 西向原5～10、川内、前方

2/21㈭
9：30～12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
13：00～16：00 榎木、上森、麓1～4区

2/22㈮
9：30～12：00 正近、乗平、六十田、田原、下平
13：00～16：00 桑原1～3、中原、富吉団地

月 日 時　間 場　所 地　　　区
予
備
日
3/15㈮

9：00～12：00 ※1
コミュニティ
センター

（予備日）
13：00～16：30

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
田

2/25㈪
9：30～12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

13：00～16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/26㈫
9：30～12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

13：00～16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/27㈬
9：30～12：00 古江、山内1～2、上是、下是、

浜之段
13：00～16：00 谷1～3、谷5～9

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
城

2/19㈫
9：30～12：00

高城農村
環境改善
センター

第15・第18・第19自治公民館
13：00～16：00 第12・新第19・第20自治公民館

2/20㈬
9：30～12：00 第13・第14自治公民館
13：00～16：00 第16・第17自治公民館

2/28㈭
9：30～12：00

高城
生涯学習
センター

第3・第11自治公民館
13：00～16：00 第4・第5自治公民館

3/1㈮
9：30～12：00 第7・第8自治公民館
13：00～16：00 第9・第10自治公民館

3/4㈪
9：30～12：00 第1自治公民館
13：00～16：00 第2・第6自治公民館

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
崎

2/13㈬
10：00～12：00 笛水小中

学校クラ
ブハウス

椎屋、後平
13：00～15：30 竹元、崎山

3/5㈫
9：30～12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

13：00～16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/6㈬
9：30～12：00 横谷、共和
13：00～16：00 三和、蔵元、高坂

3/7㈭
9：30～12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉
13：00～16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/8㈮
9：30～12：00 温水、炭床、新生
13：00～16：00 吉村、原村、下新田

3/11㈪
9：30～12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東
13：00～16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成31年度　市・県民税申告日程表

※1：コミュニティセンターでの申告受付は、指定日のみ受け付けますので、注意ください
※2：志和池地区公民館の建替工事のため、志和池地区体育館に変更になりましたので、注意ください
※3：工事のため、駐車台数に限りがあります。案内係の指示に従ってください
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の
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
す

　
る
人
は
、
申
告
前
に
運
転
免
許
証
な
ど

　
の
本
人
確
認
書
類
を
税
務
署
に
持
参

問
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７

◉
日
時
　
２
月
14
日
㈭
　
13
時
～
15
時

　
　
　
　
２
月
15
日
㈮
　
９
時
～
11
時

◉
会
場
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
対
象
　
給
与
所
得
者
で
、
平
成
30
年
中

に
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
ま
た
は
増
改
築

し
、
入
居
し
て
い
る
人

※
電
話
ま
た
は
税
務
署
窓
口
に
て
要
予
約

申
問
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
）

◉
期
間
　
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
会
場
　
南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部
の

各
会
員
事
務
所（
の
ぼ
り
旗
の
目
印
あ
り
）

◉
内
容
　
所
得
税
お
よ
び
個
人
の
消
費
税

に
関
す
る
相
談

※�

相
談
を
希
望
す
る
税
理
士
事
務
所
へ
の

事
前
予
約
が
必
要
。
申
告
書
な
ど
の
作

成
を
依
頼
す
る
場
合
は
有
料

申
問
　
南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

　
　
　
☎
25-

３
２
４
０

◉
期
間
　
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
時
間
　
９
時
～
16
時

◉
会
場
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※�

期
間
中
は
、
都
城
税
務
署
内
で
の
申
告

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

◉
作
成・提
出
　
会
場
で
申
告
書
を
作
成・

提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
自
宅
な
ど
か
ら
「
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
」
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

◉
そ
の
他
　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
年
末

調
整
の
済
ん
で
い
る
給
与
所
得
者
で
、
医

療
費
控
除
ま
た
は
寄
付
金
控
除
を
適
用
す

る
人
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税

　
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、

必
ず
事
前
に
収
入
や
経
費
の
計
算
を
し
て

か
ら
来
場
く
だ
さ
い
。
計
算
後
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
、計
算
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

順
番
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
が
発
生
す
る
業
務
を
行
う
全
て
の

人
は
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
書
類
の
保
存

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
配
偶
者
控
除
な
ど
の
改
正
】

　
配
偶
者
控
除
の
額
が
改
正
さ
れ
る
と
と

も
に
、
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を
超

え
る
人
は
、
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額

が
、
76
万
円
未
満
か
ら
１
２
３
万
円
以
下

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
医
療
費
控
除
明
細
書
添
付
の
義
務
化
】

　
平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
医
療
費
控

除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
す
る
人
の

本
人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
税
制
改
正
に

　
関
す
る
情
報

　
は
、
国
税
庁

　
ま
た
は
市
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
確
認
く

　
だ
さ
い

　
期
間
中
は
全
職
員
が
各
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
窓
口
で
の
申
告
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
15
ペ
ー
ジ
の
会

場
で
必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。
な
お
、住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
を
す
る
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。◎

問
い
合
わ
せ
　
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
　
市
民
税
課
　
　
☎
23-

２
１
２
３

確
定
申
告
・
所
得
税
に
つ
い
て
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７（
自
動
音
声
案
内
）

市・県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

税
理
士
無
料
確
定
申
告
相
談

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告

税
制
改
正
の
主
な
内
容

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
（
申
告

書
作
成
）
会

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
へ

【
申
告
期
間
】
１
月
28
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
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月 日 時　間 場　所 地　　　区

小
松
原
1/31㈭

9：00～12：00

※1
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

13：00～16：30 志比田町

姫
城 2/1㈮

9：00～12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

13：00～16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/4㈪
9：00～12：00

妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

13：00～16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉 2/5㈫

9：00～12：00 郡元町、年見町、
郡元一～四丁目、千町、神之山町

13：00～16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
3/12㈫

9：00～12：00 都原町
13：00～16：30 横市町、南横市町

3/13㈬ 9：00～12：00 蓑原町

五
十
市

3/13㈬ 13：00～16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/14㈭
9：00～12：00 久保原町、五十町、大岩田町
13：00～16：30 平塚町、今町

中
郷

1/28㈪
10：00～12：00 石原営農

研修館
尾平野

13：00～15：30 石原

2/14㈭
9：30～12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
13：00～16：00 川内、上安久、藤田

2/15㈮
9：30～12：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂
13：00～16：00 大薗、益貫

2/18㈪
9：30～12：00 高野原、女橋、払川
13：00～16：00 東豊満、西豊満

月 日 時　間 場　所 地　　　区

西
岳

1/28㈪
10：00～12：00 折田代

営農研修館
武床、猪子石、(田野)

13：00～15：30 折田代

1/29㈫
10：00～12：00 旧夏尾

保育児童館
牛之脛

13：00～15：30 馬渡、御池町

1/30㈬
9：30～12：00 西岳地区

公民館
（クラブハウス）

高野町、田野
13：00～16：00 美川町

志
和
池

2/6㈬
9：30～12：00

※2
志和池地区
体育館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
13：00～16：00 薄谷、谷頭

2/7㈭
9：30～12：00 下水流2、下水流3、麓
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/8㈮
9：30～12：00 上水流中、森田、上水流東
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
内

2/15㈮
9：30～12：00

庄内地区
公民館

関之尾
13：00～16：00 宮島、今屋

2/18㈪
9：30～12：00 東区、千草
13：00～16：00 川崎、町区、西区

2/19㈫
9：30～12：00 平田、馬場
13：00～16：00 莇、今平、内場、源野

沖
水

2/12㈫
9：30～12：00

※3
沖水地区
公民館

都北町、広瀬
13：00～16：00 吉尾町

2/13㈬
9：30～12：00 東高木、上金田
13：00～16：00 西高木

2/14㈭
9：30～12：00 太郎坊町
13：00～16：00 下金田、中金田

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
之
口

1/29㈫
9：30～11：00 永野営農

研修館 永野

13：00～15：00 青井岳営
農研修館 青井岳

2/20㈬
9：30～12：00

山之口地区
公民館

街区1～5、向原東、西向原1～3
13：00～16：00 西向原5～10、川内、前方

2/21㈭
9：30～12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
13：00～16：00 榎木、上森、麓1～4区

2/22㈮
9：30～12：00 正近、乗平、六十田、田原、下平
13：00～16：00 桑原1～3、中原、富吉団地

月 日 時　間 場　所 地　　　区
予
備
日
3/15㈮

9：00～12：00 ※1
コミュニティ
センター

（予備日）
13：00～16：30

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
田

2/25㈪
9：30～12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

13：00～16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/26㈫
9：30～12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

13：00～16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/27㈬
9：30～12：00 古江、山内1～2、上是、下是、

浜之段
13：00～16：00 谷1～3、谷5～9

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
城

2/19㈫
9：30～12：00

高城農村
環境改善
センター

第15・第18・第19自治公民館
13：00～16：00 第12・新第19・第20自治公民館

2/20㈬
9：30～12：00 第13・第14自治公民館
13：00～16：00 第16・第17自治公民館

2/28㈭
9：30～12：00

高城
生涯学習
センター

第3・第11自治公民館
13：00～16：00 第4・第5自治公民館

3/1㈮
9：30～12：00 第7・第8自治公民館
13：00～16：00 第9・第10自治公民館

3/4㈪
9：30～12：00 第1自治公民館
13：00～16：00 第2・第6自治公民館

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
崎

2/13㈬
10：00～12：00 笛水小中

学校クラ
ブハウス

椎屋、後平
13：00～15：30 竹元、崎山

3/5㈫
9：30～12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

13：00～16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/6㈬
9：30～12：00 横谷、共和
13：00～16：00 三和、蔵元、高坂

3/7㈭
9：30～12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉
13：00～16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/8㈮
9：30～12：00 温水、炭床、新生
13：00～16：00 吉村、原村、下新田

3/11㈪
9：30～12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東
13：00～16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成31年度　市・県民税申告日程表

※1：コミュニティセンターでの申告受付は、指定日のみ受け付けますので、注意ください
※2：志和池地区公民館の建替工事のため、志和池地区体育館に変更になりましたので、注意ください
※3：工事のため、駐車台数に限りがあります。案内係の指示に従ってください
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人の風景s m i l i n g  f a c e s  o f  m i y a k o n o j o

甲子園出場時
（提供：聖心ウルスラ学園高等学校）

　
10
月
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
、
妻
ケ
丘
中
学
校
出
身
で
聖
心

ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
（
延
岡
市
）
３

年
の
戸
郷
翔
征
さ
ん
が
、
読
売
巨
人
軍
に

６
位
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
戸
郷
さ
ん
は
、
右
投
げ
の
投
手
で
、
平

成
29
年
夏
の
甲
子
園
で
は
エ
ー
ス
と
し
て

出
場
。
８
月
31
日
の
18
歳
以
下
日
本
代
表

と
の
壮
行
試
合
で
、
９
奪
三
振
を
記
録
す

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
野
球
を
し
て
い
た
父
と
兄
の
影
響
で
、

小
学
１
年
生
か
ら
三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
で

野
球
を
始
め
た
戸
郷
さ
ん
。
父
の
「
野
球

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

「
宮
崎
県
の
フ
ァ
ン
に
活
躍
を
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
し
、
期
待
に
応
え
る
こ

と
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
話

す
戸
郷
さ
ん
は
、
春
季
宮
崎
キ
ャ
ン
プ
に

も
参
加
。「
早
く
一
軍
入
り
し
、
息
の
長

い
選
手
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
先
輩
の

菅
野
智
之
投
手
の
よ
う
に
、
日
本
を
代
表

す
る
投
手
に
な
り
た
い
」
と
抱
負
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。

は
１
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

の
た
め
に
協
力
し
て
行
う
も
の
。
信
頼
さ

れ
る
人
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を

胸
に
、
野
球
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
軟
式
野
球
部
で
は
１
年
生
ま
で

捕
手
を
務
め
、
２
年
生
で
投
手
に
転
向
。

捕
手
で
の
経
験
を
生
か
し
肩
へ
の
負
担
を

か
け
な
い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い

練
習
を
乗
り
越
え
、
投
手
と
し
て
の
楽
し

さ
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
進
学
後
、
硬
式
野
球
部
に
入
部
し

た
戸
郷
さ
ん
。
監
督
の
「
普
段
の
生
活
に

も
気
配
り
し
、
自
分
を
磨
き
な
さ
い
」
と

い
う
教
え
を
心
掛
け
、
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。「
監
督
の
お
か
げ
で
野
球
だ
け

で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
高
校

２
年
生
の
夏
に
、
エ
ー
ス
と
し
て
甲
子
園

の
マ
ウ
ン
ド
を
経
験
。
大
舞
台
に
立
っ
た

こ
と
で
、
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

　
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
読
売
巨
人
軍
か
ら
指

名
さ
れ
た
時
を
振
り
返
り
、「
自
分
の
夢

が
実
現
し
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。
11
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
初
め
て
巨

人
フ
ァ
ン
の
前
に
立
ち
、
夢
が
か
な
っ
た

実
感
が
込
み
上
げ
た
戸
郷
さ
ん
。「
４
万

人
の
拍
手
と
声
援
を
受
け
、
自
分
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
気
合
が
入
っ
た
」

読売巨人軍
背番号68番
ドラフト６位指名

（聖心ウルスラ学園高等学校３年）

戸郷　翔
しょう

征
せ い

さん
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日
本
を
代
表
す
る
投
手
を
目
指
し
て
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人の風景s m i l i n g  f a c e s  o f  m i y a k o n o j o

甲子園出場時
（提供：聖心ウルスラ学園高等学校）

　
10
月
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
、
妻
ケ
丘
中
学
校
出
身
で
聖
心

ウ
ル
ス
ラ
学
園
高
等
学
校
（
延
岡
市
）
３

年
の
戸
郷
翔
征
さ
ん
が
、
読
売
巨
人
軍
に

６
位
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
戸
郷
さ
ん
は
、
右
投
げ
の
投
手
で
、
平

成
29
年
夏
の
甲
子
園
で
は
エ
ー
ス
と
し
て

出
場
。
８
月
31
日
の
18
歳
以
下
日
本
代
表

と
の
壮
行
試
合
で
、
９
奪
三
振
を
記
録
す

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
野
球
を
し
て
い
た
父
と
兄
の
影
響
で
、

小
学
１
年
生
か
ら
三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
で

野
球
を
始
め
た
戸
郷
さ
ん
。
父
の
「
野
球

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

「
宮
崎
県
の
フ
ァ
ン
に
活
躍
を
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
し
、
期
待
に
応
え
る
こ

と
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
話

す
戸
郷
さ
ん
は
、
春
季
宮
崎
キ
ャ
ン
プ
に

も
参
加
。「
早
く
一
軍
入
り
し
、
息
の
長

い
選
手
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
先
輩
の

菅
野
智
之
投
手
の
よ
う
に
、
日
本
を
代
表

す
る
投
手
に
な
り
た
い
」
と
抱
負
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。

は
１
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

の
た
め
に
協
力
し
て
行
う
も
の
。
信
頼
さ

れ
る
人
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を

胸
に
、
野
球
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
軟
式
野
球
部
で
は
１
年
生
ま
で

捕
手
を
務
め
、
２
年
生
で
投
手
に
転
向
。

捕
手
で
の
経
験
を
生
か
し
肩
へ
の
負
担
を

か
け
な
い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い

練
習
を
乗
り
越
え
、
投
手
と
し
て
の
楽
し

さ
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
進
学
後
、
硬
式
野
球
部
に
入
部
し

た
戸
郷
さ
ん
。
監
督
の
「
普
段
の
生
活
に

も
気
配
り
し
、
自
分
を
磨
き
な
さ
い
」
と

い
う
教
え
を
心
掛
け
、
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。「
監
督
の
お
か
げ
で
野
球
だ
け

で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
高
校

２
年
生
の
夏
に
、
エ
ー
ス
と
し
て
甲
子
園

の
マ
ウ
ン
ド
を
経
験
。
大
舞
台
に
立
っ
た

こ
と
で
、
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

　
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
読
売
巨
人
軍
か
ら
指

名
さ
れ
た
時
を
振
り
返
り
、「
自
分
の
夢

が
実
現
し
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。
11
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
初
め
て
巨

人
フ
ァ
ン
の
前
に
立
ち
、
夢
が
か
な
っ
た

実
感
が
込
み
上
げ
た
戸
郷
さ
ん
。「
４
万

人
の
拍
手
と
声
援
を
受
け
、
自
分
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
気
合
が
入
っ
た
」

読売巨人軍
背番号68番
ドラフト６位指名

（聖心ウルスラ学園高等学校３年）

戸郷　翔
しょう

征
せ い

さん
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　２月４日㈪　13：30〜15：00
◉場所　まちなか交流センター多目的室（M

　 ま る ま る 　

allmall内）
◉定員　15組　※要申し込み
◉問い合わせ　都城市子育て世代活動支援センター

（ぷれぴか）

子育て支援センター行事

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

　０歳・１歳児の
親子が触れ合った
り、成長を分かち
合ったりする場所
です。簡単な遊び
も用意しています
ので、一緒に楽し
みませんか。

今月のオススメ！「赤ちゃんサロン」

モ
ン
ゴ
ル・日
本
レ
ス
リ
ン
グ
交
流

事
業（
無
料
）

　
浜
口
京
子
選
手
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

リ
ス
ト
を
講
師
に
迎
え
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
と
の
技
術
講
習
会
の
ほ

か
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
　
※
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は
市
役
所

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

２
／
１
㈮
　
13
時
30
分
～
13
時
50
分

メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
合
同
技
術
講
習
会

①
２
／
２
㈯
　
10
時
～
16
時
30
分

②
２
／
３
㈰
　
11
時
～
16
時

※
観
覧
で
き
ま
す

メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

２
／
３
㈰
　
10
時
～
11
時

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

２
／
３
㈰
　
12
時
～
13
時
20
分

※
申
し
込
み
不
要

◉
招
待
選
手

永
田
克
彦
選
手
（
シ
ド
ニ
ー
五
輪
銀
）

浜
口
京
子
選
手
（
ア
テ
ネ
五
輪
銅
、
北
京

五
輪
銅
）

問
　
国
際
化
推
進
室
　
☎
23-

２
２
９
５

大
淀
川
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◉
日
時
　
１
月
30
日
㈬
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員
　
２
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

申
問
　
国
土
交
通
省
宮
崎
河
川
国
道
事
務

所
　
☎
０
９
８
５-

24-

８
２
２
１

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

初
春
★
夢
を
描
こ
う
、踊
ろ
う（
無
料
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
で
、
新
た
な
夢
を

表
現
し
楽
し
む
企
画
で
す
。

◉
日
時
　
１
月
20
日
㈰
　
12
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

問

　総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23-

７
１
４
０

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の

じ
ょ
う
２
０
１
９（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
20
日
㈰
　
12
時
～
17
時

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容
　
世
界
各
国
の
文
化
の
紹
介
や
交

流
・
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

問
　
都
城
国
際
交
流
協
会

　
　
☎
23-

２
２
９
５

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　
南
九
州
駅
伝
出
場
チ
ー
ム
が
、
国
道
２

２
１
号・10
号
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

沿
道
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
程
　
２
月
３
日
㈰

◉
通
過
予
定
時
間

時
間

中
継
地
点
な
ど

10
時

［
ス
タ
ー
ト
］

え
び
の
市
真
幸
地
区
体
育
館

前

12
時
４
分

ロ
ー
ソ
ン
高
崎
大
牟
田
店
前

12
時
32
分

志
和
池
小
学
校
前

13
時
６
分
［
ゴ
ー
ル
］

市
立
美
術
館
前

※
交
通
規
制
に
注
意
く
だ
さ
い

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
☎
23-

９
５
４
６
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

市
営
住
宅
入
居
者

◉
一
般
世
帯

【
４
Ｋ
】〔
高
城
〕
第
２
軍
神
原（
２
戸
）

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
西
之
前（
１
戸
）、
小こ

鷹た
か

原ば
る（

１
戸
）、内う

ち

堀ぼ
り

東（
１
戸
）、内
堀（
２

戸
）、
志
比
田（
２
戸
）、
一
万
城（
２
戸
）、

宮
丸
西（
３
戸
）、
志
和
池（
２
戸
）、
菓
子

野（
１
戸
）、
豊
満（
１
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
高
城
〕
※
第
２
軍
神
原（
２
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
高
城
〕
※
第
２
軍
神
原（
１
戸
）

〔
山
田
〕
※
谷
頭
五
班
第
一（
１
戸
）

◉
小
規
模
住
宅

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※
一
万
城（
１
戸
）

※�

印
は
単
身
入
居
可
。
た
だ
し
、
60
歳
以

上
の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
入
所
者
な
ど
の
条
件
が
必
要

◉
60
歳
以
上
世
帯
（
単
身
入
居
可
）

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
蓑
原（
１
戸
）、
中
道

（
２
戸
）、
沖
水（
１
戸
）

◉
申
込
期
間

２
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮
　
８
時
30
分
～
17

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
申
し

込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要

◉
そ
の
他
　
随
時
募
集
の
市
営
住
宅
あ
り

申
問
　
建
築
課
　
☎
23-

３
１
０
５

　
　
　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
業
者

　
都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
給
食
用

の
一
般
物
資
や
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
を
納

入
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◉
契
約
期
間

４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３
月
31
日

◉
要
件

◦�

市
税
の
滞
納
が
な
く
、
特
別
徴
収
を
し

て
い
る
こ
と

◦�

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
倉
庫
な
ど
を
所

有
し
（
市
内
で
調
達
困
難
な
物
資
を
有

す
る
事
業
者
は
除
く
）、
３
年
以
上
事

業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

◦�

指
定
日
時
に
必
ず
納
入
で
き
、
か
つ
緊

急
時
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

申
問
　
２
月
４
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
２
月
18
日
㈪
ま
で
に
学
校
給
食
課

☎
23-
２
６
１
７

市
有
地
の
宅
地
分
譲（
高
城
町
穂
満
坊
）

◉
分
譲
面
積
　
５
３
９・
49
平
方
㍍
（
高

城
町
穂
満
坊
２
９
６
３
番
地
30
）

◉
分
譲
価
格
　
４
６
４
万
円

※
５
年
以
内
に
居
住
す
る
な
ど
要
件
あ
り

申
問
　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
高
城
地
域
振

興
課
　
☎
58-

２
３
１
１

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者

◉
日
程
　
５
月
18
日
㈯
～
20
㈪
、
26
日
㈰

◉
場
所
　
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◉
種
目
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

弓
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
四

半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
、
水
泳
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、還
暦
軟
式
野
球
、囲
碁
、

将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

◉
対
象
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人（
昭

和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◉
費
用
　
５
０
０
円

※
出
場
決
定
後
、
振
り
込
み

◉
募
集
期
間
　
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

※�

詳
し
く
は
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
配
布
す
る
種
目
別
の
実
施
要

項
を
確
認
く
だ
さ
い

申
問
　
福
祉
課
　
☎
23-

３
１
０
２

県
社
会
福
祉
協
議
会
　

☎
０
９
８
５-

31-

９
６
３
０

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

◉
日
時
　
２
月
17
日
㈰
　
８
時
15
分
～

※
雨
天
中
止

◉
集
合
場
所
　
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
行
程
　
沖
水
川
河
川
敷
（
約
６
㌔
）

◉
費
用
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◉
そ
の
他
　
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
タ
オ
ル
や
飲
み
物
、
帽
子
を
持
参

申
問
　
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
祝
吉
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

☎
23-

２
８
９
０
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　２月４日㈪　13：30〜15：00
◉場所　まちなか交流センター多目的室（M

　 ま る ま る 　

allmall内）
◉定員　15組　※要申し込み
◉問い合わせ　都城市子育て世代活動支援センター

（ぷれぴか）

子育て支援センター行事

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

　０歳・１歳児の
親子が触れ合った
り、成長を分かち
合ったりする場所
です。簡単な遊び
も用意しています
ので、一緒に楽し
みませんか。

今月のオススメ！「赤ちゃんサロン」

モ
ン
ゴ
ル・日
本
レ
ス
リ
ン
グ
交
流

事
業（
無
料
）

　
浜
口
京
子
選
手
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

リ
ス
ト
を
講
師
に
迎
え
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
と
の
技
術
講
習
会
の
ほ

か
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
　
※
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は
市
役
所

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

２
／
１
㈮
　
13
時
30
分
～
13
時
50
分

メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
合
同
技
術
講
習
会

①
２
／
２
㈯
　
10
時
～
16
時
30
分

②
２
／
３
㈰
　
11
時
～
16
時

※
観
覧
で
き
ま
す

メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

２
／
３
㈰
　
10
時
～
11
時

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

２
／
３
㈰
　
12
時
～
13
時
20
分

※
申
し
込
み
不
要

◉
招
待
選
手

永
田
克
彦
選
手
（
シ
ド
ニ
ー
五
輪
銀
）

浜
口
京
子
選
手
（
ア
テ
ネ
五
輪
銅
、
北
京

五
輪
銅
）

問
　
国
際
化
推
進
室
　
☎
23-

２
２
９
５

大
淀
川
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◉
日
時
　
１
月
30
日
㈬
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員
　
２
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

申
問
　
国
土
交
通
省
宮
崎
河
川
国
道
事
務

所
　
☎
０
９
８
５-

24-

８
２
２
１

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

初
春
★
夢
を
描
こ
う
、踊
ろ
う（
無
料
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
で
、
新
た
な
夢
を

表
現
し
楽
し
む
企
画
で
す
。

◉
日
時
　
１
月
20
日
㈰
　
12
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

問

　総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23-

７
１
４
０

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の

じ
ょ
う
２
０
１
９（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
20
日
㈰
　
12
時
～
17
時

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容
　
世
界
各
国
の
文
化
の
紹
介
や
交

流
・
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

問
　
都
城
国
際
交
流
協
会

　
　
☎
23-

２
２
９
５

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　
南
九
州
駅
伝
出
場
チ
ー
ム
が
、
国
道
２

２
１
号・10
号
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

沿
道
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
程
　
２
月
３
日
㈰

◉
通
過
予
定
時
間

時
間

中
継
地
点
な
ど

10
時

［
ス
タ
ー
ト
］

え
び
の
市
真
幸
地
区
体
育
館

前

12
時
４
分

ロ
ー
ソ
ン
高
崎
大
牟
田
店
前

12
時
32
分

志
和
池
小
学
校
前

13
時
６
分
［
ゴ
ー
ル
］

市
立
美
術
館
前

※
交
通
規
制
に
注
意
く
だ
さ
い

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
☎
23-

９
５
４
６
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
24
日
㈭
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
研
修
棟

◉
内
容
　
腎
臓
を
守
る
た
め
の
糖
尿
病
対

策
に
つ
い
て
　
※
申
し
込
み
不
要

問　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23-

４
１
１
１

み
や
ざ
き
花
の
祭
典
２
０
１
９

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
９
日
㈯
　
11
時
～
、
12
時

～
、
13
時
～
、
14
時
～

◉
場
所
　
イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）

◉
対
象
　
小
学
生
～
大
学
生

◉
定
員
　
各
25
人

※
申
し
込
み
順

問　

㈱
都
城
園
芸
花
市
場

　
　
☎
24-

８
７
１
８

応
急
手
当
講
習（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
25
日
㈮
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
当
日
受
け
付
け

申
問　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
26
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
都
城
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
脳
神
経
外
科
院
長
に
よ
る
認
知
症
に
関

す
る
講
演

申
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
25-

２
１
２
３

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座（
全
23
回
）

◉
日
時
　
２
月
１
日
㈮
～
３
月
７
日
㈭
の

９
時
～
15
時
25
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
場
所
　
オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
都
島
町
）

◉
受
講
料
　
６
万
６
、４
８
０
円

申
問
　
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
オ
ー
バ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
　
☎
21-

１
３
６
９

ひ
と
り
親
の
た
め
の
ハ
ッ
ピ
ー
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
17
日
㈰
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
定
員
　
ひ
と
り
親
や
離
婚
を
考

え
て
い
る
人
・
50
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問　
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課

　
　
　
☎
23-

２
６
８
４

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
23
日
㈯
　
14
時
15
分
～

◉
場
所
　
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
対
象
　
市
内
・
三
股
町
の
小
学
１
～
５

年
生

申
問　
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
９
日
㈯
ま
で

に
メ
ー
ル
で
市
陸
上
競
技
協
会

fukyu@
m
iyariku.org

都城歴史資料館企画展

◉会　期　１月25日㈮～３月３日㈰
※月曜日休館。ただし、祝日の場合はその翌日
◉場　所　都城歴史資料館
◉入館料　�大人210円（160円）、高校生160円（100

円）、小・中学生100円（50円）
※(　)は20人以上の団体料金

　「改元～昭和から平成へ～」と
「くらしに必要不可欠なお金」の
２つをテーマとした企画展を開催
します。改元を控え、昭和と平成
の時代を振り返り、平成初期まで
に使われていた道具や、生活の中
にある大切なお金にスポットを当
て、どのように暮らしや貨幣が変

時代は巡る
ちょっと昔の
道具とお金

化してきたかを見られる企画です。
◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.121
■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

高
城
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会（
無
料
）

【
お
は
な
し
と
ん
と
ん
】

◉
日
時
　
１
月
26
日
㈯
、
２
月
９
日
㈯

　
　
　
　
11
時
～

問　
高
城
図
書
館
　
☎
58-

４
２
２
４

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

１
／
16
㈬
、
２
／
６
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

１
／
27
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

２
／
３
㈰
　
15
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

１
／
18
㈮
　
10
時
30
分
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

１
／
19
㈯
・
26
㈯
、
２
／
２
㈯
・
９
㈯

11
時
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る
　
ザ
・
ワ
ー
ル
ド

１
／
21
㈪
　
16
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

１
／
24
㈭
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

２
／
９
㈯
　
14
時
30
分
～

【
そ
の
他
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

家い
え

子こ

史
穂
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
お
し
え
て
、

先
輩
！
　
好
き
な
こ
と
で
生
き
て
く
ヒ
ン
ト
」

１
／
19
㈯
　
17
時
30
分
～

映
画
会
「
ケ
ア
ニ
ン
　
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
」

２
／
３
㈰
　
10
時
30
分
～
、
14
時
～

※
定
員
は
各
50
人
（
先
着
順
）

問　
市
立
図
書
館
　
☎
22-

０
２
３
９

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
加
藤
健
一
事
務
所
公
演
　喝
采
】

◉
日
時
　
２
月
５
日
㈫
　
18
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
そ
の
他
　
会
員
制
（
当
日
入
会
可
）

問　
都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　
☎
０
９
０-

８
８
３
６-

１
６
４
０

【
市
民
音
楽
祭
】

◉
日
時
　
２
月
17
日
㈰
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用
　
５
０
０
円

問　
都
城
音
楽
協
会
（
田
口
）

　
　
☎
０
９
０-

２
５
０
４-
５
８
５
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
発
表
会

（
無
料
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体

が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

◉
日
時
　
２
月
10
日
㈰
　
13
時
～
15
時

※
作
品
展
示
は
、
２
月
９
日
㈯
か
ら

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
２
０
０
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問
　
２
月
５
日
㈫
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

２
０
０
１

健
康
づ
く
り
大
会（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
６
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員
　
２
８
０
人
　
※
申
し
込
み
不
要

◉
内
容
　
み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

の
活
動
発
表
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講

演問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

健
康
課
主
催
の
健
康
教
室（
無
料
）

　
運
動
教
室
に
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
、
タ
オ
ル
や
飲
み
物
、
健
康
保
険

証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
】

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
日
時
・
定
員

講
話
編
　
西
浦
病
院
長
に
よ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
の
話

１
／
17
㈭
　
10
時
～
11
時
30
分
　
40
人

運
動
編
　
楽
ら
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

１
／
23
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分
　
30
人

【
女
性
の
た
め
の
骨
こ
つ
健
康
教
室
】

◉
日
時
　
１
月
22
日
㈫
　
13
時
30
分
～
15

時
、
２
月
14
日
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
各
30
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
と
運

動※�

２
月
14
日
㈭
は
整
形
外
科
医
も
講
話

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-
２
７
６
５
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
24
日
㈭
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
研
修
棟

◉
内
容
　
腎
臓
を
守
る
た
め
の
糖
尿
病
対

策
に
つ
い
て
　
※
申
し
込
み
不
要

問　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23-
４
１
１
１

み
や
ざ
き
花
の
祭
典
２
０
１
９

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
９
日
㈯
　
11
時
～
、
12
時

～
、
13
時
～
、
14
時
～

◉
場
所
　
イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）

◉
対
象
　
小
学
生
～
大
学
生

◉
定
員
　
各
25
人

※
申
し
込
み
順

問　

㈱
都
城
園
芸
花
市
場

　
　
☎
24-

８
７
１
８

応
急
手
当
講
習（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
25
日
㈮
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
当
日
受
け
付
け

申
問　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
26
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
都
城
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
脳
神
経
外
科
院
長
に
よ
る
認
知
症
に
関

す
る
講
演

申
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
25-

２
１
２
３

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座（
全
23
回
）

◉
日
時
　
２
月
１
日
㈮
～
３
月
７
日
㈭
の

９
時
～
15
時
25
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
場
所
　
オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
都
島
町
）

◉
受
講
料
　
６
万
６
、４
８
０
円

申
問
　
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
オ
ー
バ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
　
☎
21-

１
３
６
９

ひ
と
り
親
の
た
め
の
ハ
ッ
ピ
ー
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
17
日
㈰
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
定
員
　
ひ
と
り
親
や
離
婚
を
考

え
て
い
る
人
・
50
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問　
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課

　
　
　
☎
23-

２
６
８
４

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室（
無
料
）

◉
日
時
　
２
月
23
日
㈯
　
14
時
15
分
～

◉
場
所
　
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
対
象
　
市
内
・
三
股
町
の
小
学
１
～
５

年
生

申
問　
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
９
日
㈯
ま
で

に
メ
ー
ル
で
市
陸
上
競
技
協
会

fukyu@
m
iyariku.org

都城歴史資料館企画展

◉会　期　１月25日㈮～３月３日㈰
※月曜日休館。ただし、祝日の場合はその翌日
◉場　所　都城歴史資料館
◉入館料　�大人210円（160円）、高校生160円（100

円）、小・中学生100円（50円）
※(　)は20人以上の団体料金

　「改元～昭和から平成へ～」と
「くらしに必要不可欠なお金」の
２つをテーマとした企画展を開催
します。改元を控え、昭和と平成
の時代を振り返り、平成初期まで
に使われていた道具や、生活の中
にある大切なお金にスポットを当
て、どのように暮らしや貨幣が変

時代は巡る
ちょっと昔の
道具とお金

化してきたかを見られる企画です。
◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

人
権
相
談

【
常
設
相
談
】

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

◉
場
所
　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

【
特
設
相
談
】

◉
日
程
・
場
所

２
／
１
㈮
高
城
総
合
支
所

２
／
４
㈪
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
12
㈫
山
之
口
総
合
支
所

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
15
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
時
間
　
10
時
～
15
時

問
　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　
☎
22-

０
４
９
０

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
相
談
専
用
メ
ー
ル

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

不
妊
相
談・妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　
☎
23-

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
面
接
　
※
午
後
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
１
月
17
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.123
■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
冷
暖
房
費
や
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
６
５
０
円

※
人
数
で
決
定

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所

料
理
教
室
　マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

毎
月
第
３
金
曜
日
　
10
時
～
12
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
材
料
費
（
各
回
千
円
程
度
）
が
必
要

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィッ
ク
料
理
教
室
　マ
ク
ロ
ち
ゃ
ん

毎
月
第
３
木
曜
日
　
10
時
～
12
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
材
料
費
（
各
回
千
円
程
度
）
が
必
要

カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
作
り
　ち
く
ち
く
た
い
む

毎
月
第
１・
３
木
曜
日
　
13
時
30
分
～
15
時

30
分
　
指
導
者
宅
（
安
久
町
）

※
材
料
費
が
必
要

申
問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

１
月
15
日
㈫
　
14
時
～
16
時

③
法
律
相
談（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

１
月
22
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

①
の
面
接
相
談
と
②
③
は
、
事
前
に
聞

き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

社
会
福
祉
協
議
会
相
談（
無
料
）

【
法
律
相
談
】

◉
日
程
・
場
所

２
／
７
㈭
総
合
福
祉
会
館

２
／
14
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
21
㈭
総
合
福
祉
会
館

２
／
28
㈭

◉
時
間
　
14
時
～
17
時

◉
定
員
　
６
人
　
※
要
予
約

【
司
法
書
士
相
談
】

◉
日
時
　
２
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

　
　
　
　
14
時
～
17
時

◉
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

◉
定
員
　
６
人
　
※
要
予
約

申
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
25-

８
３
４
９

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

１
／
25
㈮
　
13
時
～
16
時
　
都
城
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

子
育
て
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

行
政
相
談

◉
日
時
・
場
所

２
／
１
㈮
　
10
時
～
12
時

高
城
総
合
支
所
　
西
別
館

２
／
７
㈭
　
９
時
～
12
時
　
中
央
公
民
館

２
／
７
㈭
　
10
時
～
12
時
　

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈯
　
10
時
～
12
時
　

山
之
口
総
合
支
所

２
／
12
㈫
　
10
時
～
12
時
　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
13
㈬
　
10
時
～
12
時
　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
21
㈭
　
９
時
～
12
時
　
中
央
公
民
館

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

22広報 都城 平成31年1月号
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一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

人
権
相
談

【
常
設
相
談
】

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

◉
場
所
　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

【
特
設
相
談
】

◉
日
程
・
場
所

２
／
１
㈮
高
城
総
合
支
所

２
／
４
㈪
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
12
㈫
山
之
口
総
合
支
所

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
15
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
時
間
　
10
時
～
15
時

問
　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　
☎
22-

０
４
９
０

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
相
談
専
用
メ
ー
ル

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

不
妊
相
談・妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　
☎
23-

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
面
接
　
※
午
後
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
１
月
17
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.123



INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
1/20
㈰

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ）36-6117
ゆうクリニック（内） 46-6100
みしま内科クリニック（内・循）51-8100
安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226
飯田整形外科クリニック 46-5115
すみ産婦人科医院 23-1152
いがらし歯科医院 25-1525

1/27
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
鵜木循環器内科医院 26-0008
園田光正内科医院 38-5115
吉松病院（外・整） 25-1500
いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
西元眼科医院 25-8888
ありしま歯科医院 37-3023

2/3
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
有川呼吸器内科医院 24-6677
隅病院（内・胃） 62-1100
福島外科胃腸科医院（外・胃・整）38-1633
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
武田産婦人科医院 22-0336
一万城安楽歯科医院 26-1118

2/10
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
柏村内科 22-2616
大岐医院（内・胃） 57-2025
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内）36-8926
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
宮田眼科病院 22-1441
いままち歯科医院 39-0368

2/11
㈪

志々目医院（内・小） 57-2004
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
海老原内科 64-1211
一心外科医院（外・胃・肛・内）52-7788
もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
丸田病院（産・婦） 23-7060
あさお歯科 52-8148

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
1/20㈰ はやみず、さくら、とよみつ、日研、マリンバ
1/27㈰ さわやか、おおた、トロン、中原町
2/3㈰ 東町、そうごう上川東、都北町、椎の木、サン蔵原
2/10㈰ 日研、アウルズ、みまたさくら、くらはら
2/11㈪ ハートフル、東原、コアファーマシー、もちおさくら、エイト

みやざき医療ナビ

４
月
１
日
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射

手
数
料
を
改
定
し
ま
す

【
改
定
前
】
２
、４
５
０
円

【
改
定
後
】
２
、７
５
０
円

※�

市
町
村
手
数
料

　
は
変
更
し
な
い

　
の
で
、
改
訂
後

　
の
注
射
代
の
合
計
は
３
、３
０
０
円

問　
宮
崎
県
獣
医
師
会

　
　
☎
０
９
８
５-

24-

７
５
３
２

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
講
す
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
深
め
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
２
０
１
９
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◉
種
類
　
教
養
学
部
・
大
学
院

◉
出
願
期
間
　
３
月
17
日
㈰
ま
で

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
可

https://w
w
w
.ouj.ac.jp

問　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２-

53-

１
８
９
３

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　
冬
は
強
風
に
よ
り
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
が
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
付
く
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
電
線
な
ど
に
巻
き
付
い
た
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
は
、
工
場
や
家
庭
に
送
電
で

き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
ま
す
の

で
、
飛
散
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
都
城

工
務
所
　
☎
23-

６
１
２
４

緩
和
ケ
ア
病
棟
見
学
会（
無
料
）

　
県
西
在
宅
緩
和
ケ
ア
推
進
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
、
市
と
連
携
し
て
活
動
す
る
三

州
病
院
で
、
緩
和
ケ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
　
２
月
８
日
㈮
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
三
州
病
院

◉
定
員
　
５
人
　
※
要
予
約

申
問　
三
州
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

　
　
　
☎
22-

０
２
３
０

ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
届
け
出

　
養
蜂
振
興
法
に
よ
り
販
売
目
的
だ
け
で

な
く
、
趣
味
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
１
月

31
日
㈭
ま
で
に
、
北
諸
県
農
林
振
興
局
へ

届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
群
の
異
常

は
、家
畜
保
健
衛
生
所
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　
☎
23-

４
５
０
９

　
　
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
☎
62-

５
１
５
１

食
品
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原
産
地

表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
食
品
表
示
法
に
基
づ
き
、
輸
入
品
を
除

く
全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原
産
地
表
示

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
は
経
過
措
置
期
間
で
す
が
、
包

材
の
発
注
な
ど
、
期
間
内
に
変
更
計
画
を

立
て
て
原
料
原
産
地
の
表
示
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
表
示
が
必
要
な
原
材
料
　
加
工
食
品
の

重
量
割
合
上
位
１
位
の
原
材
料

※�

具
体
的
な
表
示
方
法

　
な
ど
詳
し
く
は
、
消

　
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

問　
九
州
農
政
局
表
示
・
規
格
課

☎
０
９
６-

２
１
１-

９
１
５
６
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

一
日
中
小
企
業
相
談
会

◉
日
時
　
２
月
12
日
㈫
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
商
工
会
館

◉
内
容
　
経
営
や
融
資
な
ど
の
相
談

問
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

シ
ニ
ア
世
代
就
業
相
談（
無
料
）

◉
面
接
相
談
　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15

時
　
※
要
予
約

◉
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
２
階

申
問
　
み
や
ざ
き
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
協
議

会
　
☎
０
９
８
５-

33-

９
３
２
１

成
年
後
見
制
度
合
同
相
談
会（
無
料
）

　
法
律
や
医
療
、
福
祉
の
専
門
家
が
、
１

回
40
分
程
度
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。な
お
、

事
前
申
し
込
み
時
に
相
談
内
容
や
希
望
時

間
を
確
認
し
ま
す
。

◉
日
時
　
２
月
16
日
㈯
　
13
時
～
16
時
20
分

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
問　
介
護
保
険
課

　
　
　
☎
23-

３
１
８
４

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前
月
に
送
付

さ
れ
る
書
類
で
、
必
ず
加
入
の
手
続
き
を

行
い
、
手
続
き
後
に
送
付
さ
れ
る
年
金
手

帳
を
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
届
け

忘
れ
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

は
、
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
人
に
は
猶
予
や

免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
、
学
生

に
は
納
付
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
相
談
窓
口
　
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

都
城
年
金
事
務
所

問
　
保
険
年
金
課
　
☎
23-

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所
　
☎
23-

２
５
７
１

イ
オ
ン
系
列
の
店
舗
で
も
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
各

種
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
。
イ
オ
ン
都
城
店
（
早
鈴

町
）
や
イ
オ
ン
都
城
駅
前
店
（
栄
町
）、

ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
プ
ラ
ス
都
城
店
（
千
町
）

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
市
民
課
　
☎
23-

２
１
２
８

譲
渡
所
得
お
よ
び
贈
与
税
の
特
例

な
ど
を
確
認
く
だ
さ
い

　
熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
平
成

30
年
分
の
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
お
よ

び
贈
与
税
の
主
な
特
例
の
適
用
要
件
を
確

認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
書
類
の
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
や
譲
渡
所
得
の
申
告
に
必
要

な
「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」
の
記
載
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７

不
要
の
携
帯
電
話
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
回
収
し
ま
す

　
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く

る
！
　
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
東
京
２

０
２
０
組
織
委
員
会
主
催
）

で
は
、
小
型
家
電
を
回
収

し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る

金
属
か
ら
メ
ダ
ル
を
つ
く

り
ま
す
。

◉
回
収
日
時

２
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

10
時
～
16
時

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

※�

モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
会

時
に
回
収
（
環
境
省
が
回
収
協
力
）

◉
注
意
事
項

◦
付
属
品
は
回
収
し
ま
せ
ん

◦�

事
前
に
個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
を
削

除
く
だ
さ
い

問
　
国
際
化
推
進
室
　
☎
23-

２
２
９
５

高
城
市
民
生
活
課
の
窓
口
業
務
を

北
側
フ
ロ
ア
に
集
約
し
ま
し
た

　
１
月
か
ら
、
介
護
や
福
祉
、
こ
ど
も
、

環
境
に
関
す
る
窓
口
を
、
高
城
総
合
支
所

内
の
１
階
北
側
フ
ロ
ア
に
集
約
し
ま
し
た
。

問　
高
城
市
民
生
活
課

　
　
☎
58-

２
３
１
１

林
業
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
30
年
９
月
末
ま
で
の
県
内
の
林
業

労
働
死
亡
災
害
が
１
件
、
４
日
以
上
の
休

業
災
害
が
53
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
は
伐
採
作
業
中
に
発
生
。
一
瞬
の
気

の
緩
み
が
災
害
を
招
い
て
い
ま
す
。
労
働

災
害
防
止
の
た
め
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
安

全
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
や
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
な

ど
の
事
故
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
森
林
保
全
課
　
☎
23-

２
１
５
２

林
地
台
帳
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
施
業
の
集
約
化
や
適
切
な
森
林
整
備
の

た
め
に
、
林
地
台
帳
お
よ
び
地
図
の
閲
覧

と
提
供
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
提
供
に
は

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
開
始
日
　
４
月
１
日
㈪

◉
手
数
料
　
申
請
地
１
件
（
１
筆
）
に
つ

き
、
３
０
０
円

問　
森
林
保
全
課
　
☎
23-

２
１
５
２

プ
ロ
野
球
選
手
が
市
内
で

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す

◉
予
定
日
時
　
１
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
１
月
17
日
㈭
は
休
養
日

◉
場
所
　
高
城
運
動
公
園
野
球
場
・
屋
内

競
技
場

◉
選
手
名
　
立
岡
宗
一
郎
選
手
（
巨
人
）、

亀
澤
恭
平
選
手
（
中
日
）

※
体
調
な
ど
に
よ
り
、
変
更
の
場
合
あ
り

問　
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　
☎
23-

２
６
１
５

24広報 都城 平成31年1月号



INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
1/20
㈰

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ）36-6117
ゆうクリニック（内） 46-6100
みしま内科クリニック（内・循）51-8100
安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226
飯田整形外科クリニック 46-5115
すみ産婦人科医院 23-1152
いがらし歯科医院 25-1525

1/27
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
鵜木循環器内科医院 26-0008
園田光正内科医院 38-5115
吉松病院（外・整） 25-1500
いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
西元眼科医院 25-8888
ありしま歯科医院 37-3023

2/3
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
有川呼吸器内科医院 24-6677
隅病院（内・胃） 62-1100
福島外科胃腸科医院（外・胃・整）38-1633
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
武田産婦人科医院 22-0336
一万城安楽歯科医院 26-1118

2/10
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
柏村内科 22-2616
大岐医院（内・胃） 57-2025
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内）36-8926
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
宮田眼科病院 22-1441
いままち歯科医院 39-0368

2/11
㈪

志々目医院（内・小） 57-2004
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
海老原内科 64-1211
一心外科医院（外・胃・肛・内）52-7788
もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
丸田病院（産・婦） 23-7060
あさお歯科 52-8148

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
1/20㈰ はやみず、さくら、とよみつ、日研、マリンバ
1/27㈰ さわやか、おおた、トロン、中原町
2/3㈰ 東町、そうごう上川東、都北町、椎の木、サン蔵原
2/10㈰ 日研、アウルズ、みまたさくら、くらはら
2/11㈪ ハートフル、東原、コアファーマシー、もちおさくら、エイト

みやざき医療ナビ

４
月
１
日
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射

手
数
料
を
改
定
し
ま
す

【
改
定
前
】
２
、４
５
０
円

【
改
定
後
】
２
、７
５
０
円

※�
市
町
村
手
数
料

　
は
変
更
し
な
い

　
の
で
、
改
訂
後

　
の
注
射
代
の
合
計
は
３
、３
０
０
円

問　
宮
崎
県
獣
医
師
会

　
　
☎
０
９
８
５-

24-
７
５
３
２

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
講
す
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
深
め
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
２
０
１
９
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◉
種
類
　
教
養
学
部
・
大
学
院

◉
出
願
期
間
　
３
月
17
日
㈰
ま
で

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
可

https://w
w
w
.ouj.ac.jp

問　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２-

53-

１
８
９
３

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　
冬
は
強
風
に
よ
り
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
が
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
付
く
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
電
線
な
ど
に
巻
き
付
い
た
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
は
、
工
場
や
家
庭
に
送
電
で

き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
ま
す
の

で
、
飛
散
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
都
城

工
務
所
　
☎
23-

６
１
２
４

緩
和
ケ
ア
病
棟
見
学
会（
無
料
）

　
県
西
在
宅
緩
和
ケ
ア
推
進
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
、
市
と
連
携
し
て
活
動
す
る
三

州
病
院
で
、
緩
和
ケ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
　
２
月
８
日
㈮
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
三
州
病
院

◉
定
員
　
５
人
　
※
要
予
約

申
問　
三
州
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

　
　
　
☎
22-

０
２
３
０

ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
届
け
出

　
養
蜂
振
興
法
に
よ
り
販
売
目
的
だ
け
で

な
く
、
趣
味
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
１
月

31
日
㈭
ま
で
に
、
北
諸
県
農
林
振
興
局
へ

届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
群
の
異
常

は
、家
畜
保
健
衛
生
所
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　
☎
23-

４
５
０
９

　
　
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
☎
62-

５
１
５
１

食
品
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原
産
地

表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
食
品
表
示
法
に
基
づ
き
、
輸
入
品
を
除

く
全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原
産
地
表
示

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
は
経
過
措
置
期
間
で
す
が
、
包

材
の
発
注
な
ど
、
期
間
内
に
変
更
計
画
を

立
て
て
原
料
原
産
地
の
表
示
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
表
示
が
必
要
な
原
材
料
　
加
工
食
品
の

重
量
割
合
上
位
１
位
の
原
材
料

※�

具
体
的
な
表
示
方
法

　
な
ど
詳
し
く
は
、
消

　
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

問　
九
州
農
政
局
表
示
・
規
格
課

☎
０
９
６-

２
１
１-

９
１
５
６

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.125
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平
成
８
年
の
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
伴

い
発
掘
調
査
さ
れ
た
鶴
喰
遺
跡
（
横
市

町
）。
調
査
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
の
集

落
跡
と
鎌
倉
～
室
町
時
代
の
集
落
や
水
田

の
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

室
町
時
代
の
水
田
跡
で
は
、
文
明
３
～
８

年
頃
（
１
４
７
０
年
代
）
に
起
こ
っ
た
桜

島
の
大
噴
火
に
よ
り
軽
石
で
埋
ま
っ
た
水

田
が
、
そ
の
後
、
復
旧
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
噴
火
時
、
こ
の
遺
跡
一
帯
は
厚
さ
10
㌢

ほ
ど
の
軽
石
層
で
覆
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

軽
石
層
を
除
去
す
る
と
、
幅
20
㌢
程
度
の

半
月
形
の
穴
が
無
数
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鋤す

き

で
穴
を
掘
り
軽
石
で
埋
も
れ

た
耕
作
土
を
表
面
に
入
れ
替
え
た｢

天て
ん

地ち

返が
え

し｣

の
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
民
ら
が
、

火
山
災
害
で

耕
作
で
き
な

い
状
況
を
改

善
し
よ
う
と

必
死
に
な
っ

て
水
田
を
復

旧
し
た
様
子

を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.9
　
御
文
書
令
臨
乾け

ん

・
坤こ

ん

は
、
都
城
島

津
家
に
伝
わ
る
重
要
文
書
を
江
戸
時

代
後
期
に
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。

史
料
が
収
め
ら
れ
た
箱
の
裏
書
に
は

「
明
治
十
年
ノ
兵
火
ニ
古
文
書
類
悉こ

と
ご
とク

焼
失
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
明
治
10

年
（
１
８
７
７
年
）の
西
南
戦
争
時
に
、

都
城
島
津
家
の
重
要
な
古
文
書
の
多

く
が
、
戦
火
で
焼
失
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
古
文
書
は
戦
争
中
に
２
度
焼
失
し

て
い
ま
す
。
１
度
目
は
明
治
10
年
５

月
、
鹿
児
島
城
下
で
の
政
府
軍
と
西

郷
軍
の
衝
突
で
、
土
蔵
の
み
を
残
し

て
邸
宅
が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

焼
け
残
っ
た
古
文
書
は
、
島
津
久ひ

さ
　み
つ光

の
邸
宅
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
が
、
同

年
９
月
の
城
山
の
決
戦
で
邸
宅
と
共

に
焼
失
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、裏
書
に
は
、

後
世
も
こ
の
史
料
を
大
切
に
す
る
よ

う
伝
え
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
御ご

文も
ん

書じ
ょ

令れ
い

臨り
ん

外
箱
の
裏
書
」

「
鶴つ

る
は
み喰

遺
跡
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

史跡
紹介

問　文化財課　☎23-9547

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

都城島津家の水運事業の要
　都城島津家22代領主久

ひさとも

倫（1759〜1821）は、度重なる災
害などにより悪化した財政状況の改善と経済の活性化を図
ろうと、観音瀬の大規模開削を行いました。
　当時の大淀川は、観音瀬から去

さるかわ

川(宮崎市高岡町)の間が
急流で大きな岩が多く、水運の妨げとなっていました。そ
こで久倫は、竹之下橋（現在の岳下橋付近・都島町）から
赤江港まで船が通れるよう観音瀬を開削することを考えた
のです。しかし、石工たちが手作業で大きな岩を掘削した
工事は困難を極め、完成までに３年を要しました。
　観音瀬水路は、河川の水位が下がる12月から2月にかけ
てが見頃です。

　「ユーモレスク」といえば、1894年にドヴォルザー
ク（チェコ共和国）が作曲した曲が有名です。にぎ
わいの中、鮮やかな赤色のドレスに身を包んだ女性が、
バイオリンを奏でていて、軽やかでロマンチックな「ユ
ーモレスク」が今にも聞こえてきそうです。
　作者の鮫島梓（1900〜1995）は、昭和４年に東京
美術学校を卒業後、旧制都城中学校（現：都城泉ヶ
丘高校）に美術教師として着任し、高い指導力によ
り数々の公募展で受賞者を輩出。有馬良作や塩

し お づ る

水流
功
いさお

などが、後に画家や美術教師として活躍しました。
　この作品は、現在、収蔵作品展「つなぐ　美術と教育」
で展示しています。

観
か ん

音
の ん

瀬
ぜ

水
す い

路
ろ

（高城町有水・高崎町縄瀬）

「ユーモレスク」昭和57年（1982）
鮫
さ め じ ま

島  梓
あずさ

　作（油彩・キャンバス）

26広報 都城 平成31年1月号

図
書
館
だ
よ
り

中心市街地
中 核 施 設まるまる！

行こうよ！

◎問い合わせ　　都城市立図書館　☎22－0239　　高城図書館　☎58－4224

都城市立図書館	 ●休館日／2月8日	 ●開館時間／９：00～21：00
高 城 図 書 館	 ●休館日／1月16日・21日・23日・30日、2月6日・11日～13日	 ●開館時間／９：30～18：00

まちなかイベント

◦MIYAKONJOぼんちマルシェ（毎月第２日曜日開催）	 【日時】１月13日㈰　10:00～15:00

◦ｍallmallマルシェ（毎月第３日曜日開催）	 【日時】１月20日㈰　10:00～16:00　

　人々の祈りをかたどる「しめかざ
り」。シンプルなものから、ユーモラ
スで美しいものまで、全国各地のし
めかざりを紹介します。

森須磨子（著）
工作舎（出版）

しめかざり
新年の願いを結ぶかたち一般

　なんだか浮かない顔の「かがみも
ち」。悩みがありましたが、ある日決
心しました。
　おもちの気持ちを聞いてみよう。

かがくいひろし（作・絵）
講談社（出版）

おもちのきもち児童

　正月の風習には、開運の願いを込
めたものがたくさんあります。年神
様に、疫病神をやっつけてもらおう！

かんべあやこ（作）
あかね書房（出版）

開運えほん児童

一時預かりの様子

幼児が使いやすいトイレ 広々とした保育室

　初日の出の時、新年の食卓から、
日常のささいな出来事まで。日々の
暮らしを改めて大切に思う１冊です。

石垣りん詩集
宇宙の片隅で

石垣りん（著）
理論社（出版）

児童

 

　
都
城
市
子
育
て
世
代
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
ぴ
か
」で
は
、

一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
一
時
的
な
就
労

や
通
院
、
私
用
な
ど
、
気
軽
に
安

心
し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
原
則
、
利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
午
後
６
時
以
降

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７

日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
緊
急
の
場

合
は
、相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
☎
36
-５
８
５
８

子育て世代を支援する「一時預かり」

利用時間／9:00～20:00
対　　象／市内に在住する生後３カ月以上の未就学児
定　　員／1時間当たり最大５人
利用制限／子ども１人につき、月14日以内の利用
料　　金／３歳以上児：1時間当たり400円
　　　　　３歳未満児：1時間当たり500円
休	館	日／毎週木曜日、毎月第３金曜日、年末年始
※駐車場は中心市街地中核施設附帯駐車場を利用ください

【利用方法】
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成
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に
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が
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そ
の
後
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と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
噴
火
時
、
こ
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遺
跡
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は
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ほ
ど
の
軽
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で
覆
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

軽
石
層
を
除
去
す
る
と
、
幅
20
㌢
程
度
の

半
月
形
の
穴
が
無
数
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鋤す

き

で
穴
を
掘
り
軽
石
で
埋
も
れ

た
耕
作
土
を
表
面
に
入
れ
替
え
た｢

天て
ん

地ち

返が
え

し｣

の
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
民
ら
が
、

火
山
災
害
で

耕
作
で
き
な

い
状
況
を
改

善
し
よ
う
と

必
死
に
な
っ

て
水
田
を
復

旧
し
た
様
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を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.9

　
御
文
書
令
臨
乾け

ん

・
坤こ

ん

は
、
都
城
島

津
家
に
伝
わ
る
重
要
文
書
を
江
戸
時

代
後
期
に
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。

史
料
が
収
め
ら
れ
た
箱
の
裏
書
に
は

「
明
治
十
年
ノ
兵
火
ニ
古
文
書
類
悉こ

と
ご
とク

焼
失
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
明
治
10

年
（
１
８
７
７
年
）の
西
南
戦
争
時
に
、

都
城
島
津
家
の
重
要
な
古
文
書
の
多

く
が
、
戦
火
で
焼
失
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
古
文
書
は
戦
争
中
に
２
度
焼
失
し

て
い
ま
す
。
１
度
目
は
明
治
10
年
５

月
、
鹿
児
島
城
下
で
の
政
府
軍
と
西

郷
軍
の
衝
突
で
、
土
蔵
の
み
を
残
し

て
邸
宅
が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

焼
け
残
っ
た
古
文
書
は
、
島
津
久ひ

さ
　み
つ光

の
邸
宅
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
が
、
同

年
９
月
の
城
山
の
決
戦
で
邸
宅
と
共

に
焼
失
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、裏
書
に
は
、

後
世
も
こ
の
史
料
を
大
切
に
す
る
よ

う
伝
え
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
御ご

文も
ん

書じ
ょ

令れ
い

臨り
ん

外
箱
の
裏
書
」

「
鶴つ

る
は
み喰
遺
跡
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

史跡
紹介

問　文化財課　☎23-9547

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-
９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

都城島津家の水運事業の要
　都城島津家22代領主久

ひさとも

倫（1759〜1821）は、度重なる災
害などにより悪化した財政状況の改善と経済の活性化を図
ろうと、観音瀬の大規模開削を行いました。
　当時の大淀川は、観音瀬から去

さるかわ

川(宮崎市高岡町)の間が
急流で大きな岩が多く、水運の妨げとなっていました。そ
こで久倫は、竹之下橋（現在の岳下橋付近・都島町）から
赤江港まで船が通れるよう観音瀬を開削することを考えた
のです。しかし、石工たちが手作業で大きな岩を掘削した
工事は困難を極め、完成までに３年を要しました。
　観音瀬水路は、河川の水位が下がる12月から2月にかけ
てが見頃です。

　「ユーモレスク」といえば、1894年にドヴォルザー
ク（チェコ共和国）が作曲した曲が有名です。にぎ
わいの中、鮮やかな赤色のドレスに身を包んだ女性が、
バイオリンを奏でていて、軽やかでロマンチックな「ユ
ーモレスク」が今にも聞こえてきそうです。
　作者の鮫島梓（1900〜1995）は、昭和４年に東京
美術学校を卒業後、旧制都城中学校（現：都城泉ヶ
丘高校）に美術教師として着任し、高い指導力によ
り数々の公募展で受賞者を輩出。有馬良作や塩

し お づ る

水流
功
いさお

などが、後に画家や美術教師として活躍しました。
　この作品は、現在、収蔵作品展「つなぐ　美術と教育」
で展示しています。

観
か ん

音
の ん

瀬
ぜ

水
す い

路
ろ

（高城町有水・高崎町縄瀬）

「ユーモレスク」昭和57年（1982）
鮫
さ め じ ま

島  梓
あずさ

　作（油彩・キャンバス）
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⦿ 今後、取り扱ってほしい記事

⦿ １月号を読んでのわたしの一言

⦿ １月号で特に興味を持ったページのタイトル

⦿ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20〜30代　・　40~50代　・　60代以上

ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送以外には
　利用しません

　11月号に寄せられたお便り
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冷えは万病のもと！

このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　都城に来て初めての冬を迎えます。小学校などを
訪問しながらだんだんと寒くなってきたことを感じ
ますが、都城の冬も案外寒いですね。
　中国に「冷えは万病のもと」ということわざがあ
ります。冷えはさまざな不調の原因で、特に足を温
かくしないと、風邪をひきやすいといわれています。
冷え症の私は冬にカイロを手放せず、家にさまざま
な種類のカイロを常備しています。日本に来て初め
て足用の貼るカイロを使ってみて、足の冷たさから
開放されました。
　皆さんもカイロなどを利用し、体を温かくして冬
を乗り越えましょう！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

わ
け
も
ん
通
信

vol.9快挙！  文部科学大臣賞受賞
　12月に東京工業大学で行われた全国少年少
女チャレンジ創造コンテストで、都城少年少女発明ク
ラブの元

がん

明
みょう

誠
せい

華
か

さん、元明華
か え

衣さん、松山柚
ゆ の は

乃花さん
のチームが、最優秀賞の文部科学大臣賞を受賞しまし
た。地区大会を勝ち抜いた60チームが「からくりパフ
ォーマンスカー」の技術やアイデアなどを競う同大会。
本チームは、技術やアイデアに加えプレゼンテーショ
ンなど総合的に評価され、
同賞を受賞しました。
　今年で４回目の出場とな
る元明誠華さんは「うれし
さとともに、やっと受賞で
きたという達成感もあった」
と笑顔があふれていました。

娘が出産で入院したとき、整った周産期医療のおかげ
で無事出産できました。孫はとても元気にしています。
本当に感謝しています。 　（高崎町大牟田　ミーちゃん）

大河ドラマ「西
せ

郷
ご

どん」で、西郷隆盛の素晴らしさを
初めて知りました。そして、今回の特集で西郷の親友
だった都城県参事の桂久武と出会うことができて、う
れしくなりました。　　　　　　　 （早鈴町　A･Kさん）

生の英語を耳にしながら受けられる英語の授業を、子
どもが毎回楽しみにしています。ALTの活動に感謝し、
これからも応援します。 　　　　（蓑原町　M･Oさん）

「人の風景」を読んで、津軽三味線で日本一になった
人が都城にいると初めて知りました。若い人の活動に、
元気をもらってます。　　　　　　　（東町　Y･Kさん）

盆
地
生
ま
れ
の

元
気
レ
シ
ピ
！

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

生サケ……………………… 40g×4切れ
　長芋……………………………… 10g
　マヨネーズ………………………… 10g
塩………………………………… 小 1/6
こしょう……………………………… 少々
パセリ………………………………… 適量

白菜……………………………… 160g
　ゆずの搾り汁…………………… 大 1/2
　しょうゆ（薄口）… ……………… 小 1
　塩……………………………… 小 1/6
ゆずの皮……………………………… 適量
削りかつお節………………………… 適量

※ 1人分／ 81kcal、塩分 0.86g

材料（4人分） 作り方

サケのマヨネーズ焼き、白菜のゆず浸し

②
①

②

③

①

②
③

【サケのマヨネーズ焼き】

【白菜のゆず浸し】

サケに塩とこしょうをふる。Ａの長芋は
すりおろしてマヨネーズとあえ、ソース
を作る。パセリはみじん切りにする。
フライパンにクッキングシートを敷き、
①のサケの両面を焼く。サケが焼けた
ら、Ａのソースをかけ、ふたをして弱火
で4～ 5分ほど蒸し焼きにする。
Ａのソースに火が通ったら、ふたを取り、パセリを散らす。

白菜をゆでて水気を軽く絞り、1cm幅に細切りにする。ゆずの皮は
千切りにする。Ｂの調味料を合わせておく。
ボウルに①の白菜、ゆずの皮、合わせたＢを入れ、あえる。
②に削りかつお節を少量残して混ぜ、器に盛り、残りの削りかつお節
を上からかける。

ゆずを使って、上手に減塩！
◀食生活改善推進員（庄内地区）　佐藤  とし  さん

　旬のゆずの搾り汁と皮を上手に使うと、酸味と香りで
味にアクセントが付くので、薄味でもおいしく食べられ
ますよ。
　サケは、塩サケより生サケを使うことで、塩分を抑え
られます。長芋マヨネーズソースは、魚だけでなく肉料
理にも合います。さまざまな料理に試してくださいね。
●風邪が流行する季節を迎えます。バランスのよい食事を取り、抵抗力を高めましょう！

Ｂ

Ａ

【サケのマヨネーズ焼き】

【白菜のゆず浸し】
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編集後記
新年を迎えるに当たり、昨年の広報紙を見返しました。
例年より歴史や教育の記事が充実。市立図書館を含む
M
ま る ま る

allmallや、都城県参事桂久武、西郷直筆書の発見な
どを掲載しました。そして、産学官連携の「みやだい
ず物語」では、都城の昔と今がつながる可能性を紹介。
皆さんが、歴史に思いをはせ、新しい風を感じてもら
えていたらうれしいです。今年５月には元号が変わり
ます。これからの生き様を考えるには良い時期。子ど
もたちがわくわくできる世の中にしたいものです。　（智）

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　障がいのある人に対して、 自立に必要な就労に向け
た支援を行っています。 就労継続支援Ｂ型の施設外就
労として霧島食品工業㈱で、らっきょう漬けにする前の
下処理を行う就労訓練の機会を提供。見学や体験通所
もできますので、興味のある人は、ぜひ、相談ください。
【ホームページ】　http://kishinkai.jp/

こじぃの森・こどもの時
と

間
き

社会とつながり、自立して生きていく

横断歩道は歩行者優先！

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,786世帯 （5） （263）
人口総数 161,941人 （－47）（－1,025）
男　　性 76,175人 （－10） （－420）
女　　性 85,766人 （－37） （－605）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

希
き

親
しん

会「なないろ」
◎問い合わせ　☎39-5688

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

1/19㈯
19時～21時
30分

ミニコン
「こんな出会
いありかも」

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

1/22㈫・26
㈯・29㈫
19時～22時

おしゃべり会
エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

1/23㈬
10時30分～
11時20分

健やかヨガ
特別養護老人ホーム
きりしま荘（山之口
町花木2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

1/23㈬
11時～15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

1/23㈬
19時30分～
20時30分

キャンドル
ナイトヨガ

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

2/8㈮
10時～11時
30分

ベビーマッサージ
産後の骨盤矯正

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

2/8㈮
10時～13時

おしゃべり
広場 横市地区公民館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎080-6411-8441

2/10㈰
13時～16時

陽だまり
ライブラリー 祝吉郡元公園 桜ます（谷ヶ久保）

☎090-7165-6207

　平成30年11月末時点の市内での交通事故死
者数は13人（前年比10人増）で、大変悪い状
況が続いています。特に、平成30年10月末時
点で、横断歩道を横断中の死亡事故が3件発
生していて、これは全国ワースト3位です。
　横断歩道を渡ろうとする歩行者や自転車が
いるにもかかわらず、自動車が横断歩道の手
前で一時停止せず通過するのは、道路交通法
の「横断歩行者等妨害違反（違反点数2点）」
です。車を運転
するときは、横
断歩道手前で減
速し、歩行者や
自転車がいる場
合は、必ず一時
停止しましょう。

　「み
や
ざ
き
地じ

ど
っ
こ

頭
鶏
み
や
こ
」

の
川
畑
一
矢
さ
ん
・
和
子
さ
ん

夫
妻
に
、
都
城
へ
の
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

　大
阪
に
集
団
就
職
し
た
後
、

夫
婦
で
自
動
車
整
備
工
場
を
30

年
経
営
。
10
年
前
に
、
い
つ
ま

で
も
夫
婦
で
一
緒
に
笑
顔
で
働

き
た
い
と
思
い
開
店
し
ま
し

た
。
屋
号
は
、
都
城
か
ら
取
っ

て
「
み
や
こ
」
に
し
ま
し
た
。

　包
丁
も
握
っ
た
こ
と
の
な
い

素
人
で
し
た
が
、一
か
ら
修
業
。

都
城
に
帰
省
す
る
度
に
、
お
い

し
い
素
材
を
探
し
て
は
、
都
城

産
の
鶏
肉
や
豚
肉
な
ど
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

望
郷
の
思
い
に
あ
ふ
れ
た

温
か
み
の
あ
る
店

都城市高野町出身の川畑一矢さんと曽於市
出身の和子さんの店「みやざき地頭鶏みや
こ」。平成29年8月、都城市PR連携店に認定。
所在地：〒574-0027
　　　　大阪府大東市三住町1-35
　　　　☎072-872-0389
営業時間：16：00～23：00（火～日曜日）
※定休日は月曜日と第２・３日曜日
https://r.gnavi.co.jp/kab9100/

す
。
ま
た
、「
霧
島
」
を
は
じ

め
と
し
た
、
霧
島
酒
造
の
焼
酎

を
、
全
種
類
揃
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
食
器
も
こ
だ
わ
り
の

都
城
産
で
す
。

　都
城
の
方
言
で
話
し
掛
け
る

と
、
お
客
さ
ん
が
「
温
か
み
が

あ
る
ね
」と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　大
阪
で
、
ふ
る
さ
と
都
城
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
店
と

し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

来
店
く
だ
さ
い
。 

POST  CARD

8 8 5 8 5 5 5

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  NO.157  2019年1月号）

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

62円切手を
お貼りください

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR 課　☎23-2615

プレゼントの応募方法

商品提供事業者

ぷりぷり食感！「鶏もものごて焼き」

今月の読者プレゼント

みやこんじょ盛り上げ隊！

はがきに住所、氏名、電話番号と、１月号を読んだ感想など
を書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。詳細は、
　　秘書広報課まで問い合わせください
◎応募締め切り	 １月31日㈭　当日消印有効
◎当 選者発表	 本紙３月号
◎11月号当選者	 山内はるみさん　他１人
◎11月号応募総数	 86通

JA都城きんかん部会（都北町5710-1）　☎38-6691
　JA都城きんかん部会員が丹精込めて育てた完熟キ
ンカン。糖度16度以上のたまたまは、贈答用にもお薦め
です。直売所ATOMで購入できます。

［完熟キンカンたまたま（1ｋｇ） 	3組］
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編集後記
新年を迎えるに当たり、昨年の広報紙を見返しました。
例年より歴史や教育の記事が充実。市立図書館を含む
M
ま る ま る

allmallや、都城県参事桂久武、西郷直筆書の発見な
どを掲載しました。そして、産学官連携の「みやだい
ず物語」では、都城の昔と今がつながる可能性を紹介。
皆さんが、歴史に思いをはせ、新しい風を感じてもら
えていたらうれしいです。今年５月には元号が変わり
ます。これからの生き様を考えるには良い時期。子ど
もたちがわくわくできる世の中にしたいものです。　（智）

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　障がいのある人に対して、 自立に必要な就労に向け
た支援を行っています。 就労継続支援Ｂ型の施設外就
労として霧島食品工業㈱で、らっきょう漬けにする前の
下処理を行う就労訓練の機会を提供。見学や体験通所
もできますので、興味のある人は、ぜひ、相談ください。
【ホームページ】　http://kishinkai.jp/

こじぃの森・こどもの時
と

間
き

社会とつながり、自立して生きていく

横断歩道は歩行者優先！

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,786世帯 （5） （263）
人口総数 161,941人 （－47）（－1,025）
男　　性 76,175人 （－10） （－420）
女　　性 85,766人 （－37） （－605）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

希
き

親
しん

会「なないろ」
◎問い合わせ　☎39-5688

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

1/19㈯
19時～21時
30分

ミニコン
「こんな出会
いありかも」

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

1/22㈫・26
㈯・29㈫
19時～22時

おしゃべり会
エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

1/23㈬
10時30分～
11時20分

健やかヨガ
特別養護老人ホーム
きりしま荘（山之口
町花木2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

1/23㈬
11時～15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

1/23㈬
19時30分～
20時30分

キャンドル
ナイトヨガ

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

2/8㈮
10時～11時
30分

ベビーマッサージ
産後の骨盤矯正

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

2/8㈮
10時～13時

おしゃべり
広場 横市地区公民館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎080-6411-8441

2/10㈰
13時～16時

陽だまり
ライブラリー 祝吉郡元公園 桜ます（谷ヶ久保）

☎090-7165-6207

　平成30年11月末時点の市内での交通事故死
者数は13人（前年比10人増）で、大変悪い状
況が続いています。特に、平成30年10月末時
点で、横断歩道を横断中の死亡事故が3件発
生していて、これは全国ワースト3位です。
　横断歩道を渡ろうとする歩行者や自転車が
いるにもかかわらず、自動車が横断歩道の手
前で一時停止せず通過するのは、道路交通法
の「横断歩行者等妨害違反（違反点数2点）」
です。車を運転
するときは、横
断歩道手前で減
速し、歩行者や
自転車がいる場
合は、必ず一時
停止しましょう。
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